
留
置
権
と
は
他
人
の
物
の
占
有
者
が
そ
の
物
に
関
し
て
生
じ
た
使
権
の
弁
済

を
受
け
る
ま
で
、
そ
の
物
を
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
る
（
民
法
二
九

五
条
）
。 第

一
節
序
説

第
二
節
沿
革
と
逝
法
例

第
一
項
沿
革

第
二
項
立
法
例

第
三
節
性
質

第
一
項
物
権
性

第
二
項
担
保
物
権
性

第
四
節
要
件

第
一
項
総
説

第
二
項
積
極
的
要
件

第
三
項
消
極
的
要
件

第
五
節
結
語

目
次第

一
節
序
説 留

置
権
に
関
す
る
一
考
察

ア
の
都
市
法
を
起
源
と
し
、
商
取
引
に
お
け
る
侭
務
者
の
信
用
を
高
め
、
商
取

引
が
迅
速
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
商
取
引

に
お
い
て
、
一
方
の
有
す
る
債
権
が
、
そ
の
者
の
占
有
す
る
他
方
の
所
有
物
に

よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
こ
と
は
、
商
人
間
の
信
用
を
維
持
し
、
安
全
確
実
な
取
引

関
係
を
持
続
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

他
人
の
物
を
修
繕
し
た
者
が
、
修
繕
代
金
の
支
払
を
受
け
る
ま
で
、
そ
の
物

を
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
留
置
権
の
作
用
で
あ
る
。
即
ち
留
置
権
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
修
繕
を
依
頼
し
た
者
は
、
代
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
目
的
物
を
取
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

更
に
他
の
債
権
者
が
修
繕
の
目
的
物
に
つ
い
て
、
競
売
乃
至
強
制
執
行
を
な

し
た
場
合
に
も
留
置
権
者
は
弁
済
を
受
け
る
ま
で
、
目
的
物
を
留
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
留
世
権
は
担
保
物
権
と
し
て
特

殊
の
債
権
を
担
保
す
る
効
力
を
有
す
る
。

民
事
留
置
権
は
相
殺
権
と
同
じ
に
ロ
ー
マ
法
の
悪
意
の
抗
弁
を
起
源
と
し
、

相
対
立
す
る
俄
務
者
間
の
公
平
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
、
自
巳
の
占
有
物
を
引
渡
す
義
務
を
有

し
、
更
に
自
己
の
債
権
が
占
有
物
と
牽
連
の
あ
る
場
合
に
、
そ
の
債
権
者
に
、
債

権
の
弁
済
を
受
け
る
ま
で
、
占
有
物
を
留
置
さ
せ
る
こ
と
は
公
平
の
観
念
に
従

う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
商
事
留
置
権
｛
商
法
五
一
条
、
五
一
二
条
等
）
は
、
中
世
イ
タ
リ

尾
中
普
子

1



民
事
留
置
権
と
商
事
留
置
権
と
は
、
か
く
の
如
く
目
的
、
沿
革
を
異
に
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
が
要
件
を
異
に
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

民
事
留
置
権
に
類
似
す
る
も
の
に
は
双
務
契
約
に
お
げ
る
同
時
履
行
の
抗
弁

権
が
あ
る
（
民
法
五
三
三
条
）
・
両
者
共
公
平
の
原
則
に
立
脚
す
る
点
は
同
じ
で

あ
る
が
、
前
者
が
一
個
の
物
に
つ
い
て
、
そ
の
返
還
債
務
と
そ
の
物
か
ら
生

じ
た
債
権
と
が
相
対
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
平
の
原
則
が
要
請
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
後
者
が
一
個
の
双
務
契
約
か
ら
生
じ
た
債
権
と
債
務
と
が
相
対
立

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
平
の
原
則
が
要
請
さ
れ
て
い
る
点
は
異
る
。

留
置
権
者
は
留
置
物
か
ら
生
じ
る
果
実
を
収
取
し
、
優
先
弁
済
を
受
け
る
権

利
（
同
法
二
九
七
条
一
項
）
、
及
び
保
存
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
物
を
使
用
す

る
権
利
を
有
す
る
が
同
法
二
九
八
条
二
項
但
書
で
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
有
す

る
者
に
は
こ
の
様
な
権
利
は
な
い
。

留
置
権
は
一
個
の
債
権
の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
か
ら
、

債
権
の
た
め
、
こ
れ
に
代
る
相
当
な
担
保
を
提
供
す
る
と
き
は
留
置
権
を
消
滅

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
二
個
の
給
付
を
同
時
に
相
互
に
提
供
す
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
は
こ
れ
等
の
給
付
を
確
保
す
る
担
保
権
が

な
い
か
ら
、
代
り
担
保
の
提
供
に
よ
っ
て
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
消
滅
さ
せ
る

留
置
権
の
目
的
物
が
破
産
財
団
に
属
す
る
と
き
は
、
民
事
留
置
権
は
破
産
財

団
に
対
抗
で
き
な
い
が
（
破
産
法
九
三
条
）
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
破
産
前
と

同
様
に
対
抗
で
き
る
。
但
し
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
基
礎
で
あ
る
双
務
契
約
は

破
産
に
よ
っ
て
解
除
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
同
法
五
九
条
一
項
）
・

尚
同
時
履
行
の
抗
弁
権
は
形
成
権
の
一
種
で
あ
っ
て
、
単
に
特
定
人
に
対
し

て
の
み
効
力
を
有
す
る
の
に
対
し
、
留
置
権
は
物
権
で
あ
る
か
ら
、
何
人
に
対
し

て
も
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
差
異
は
わ
が
民
法
が
留
置
権
に
物
の
引
渡
債
務
だ

け
で
な
く
他
人
の
物
の
占
有
を
中
心
に
し
て
こ
の
物
に
関
し
て
生
じ
た
債
権
の

弁
済
が
あ
る
ま
で
、
物
を
留
置
す
る
権
能
を
認
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

な
い
か
ら
、
代
り
編

こ
と
は
で
き
な
い
。

か
く
の
如
く
、
わ
が
民
法
は
留
置
権
を
一
個
独
立
の
物
権
と
し
て
認
め
て
お

り
、
そ
の
規
定
は
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
及
び
学
説
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
（
註
一
）

註
一
第
二
節
第
二
項
第
三
わ
が
国
に
お
け
る
沿
革
参
照

民
輔
留
置
権
に
つ
い
て
、
近
世
法
は
ロ
ー
マ
法
が
散
在
的
に
認
め
て
い
た
も

の
を
統
一
し
て
、
一
個
の
制
度
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
関
す
る
各
国
の
立
法
例
は
区
々
に
分
か
れ
て
い
る
。

わ
が
民
法
に
お
け
る
留
匿
権
の
規
定
は
、
前
述
の
如
く
、
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例

及
び
学
説
に
従
う
も
の
で
あ
る
が
、
・
こ
こ
に
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
例
は
も
と
よ

り
、
民
事
留
置
権
に
関
す
る
外
国
の
沿
革
、
立
法
例
、
及
び
わ
が
国
の
沿
革
を

説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
民
事
留
置
権
の
要
件
を
考
察
す

る
一
端
と
す
る
。

民
事
留
置
権
の
起
源
は
ロ
ー
マ
法
に
あ
る
が
、
今
口
の
担
保
物
権
又
は
担
保

権
と
し
て
存
在
し
た
の
で
は
な
い
。
ロ
ー
マ
法
上
の
留
置
権
は
判
例
と
し
て
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
コ
ル
プ
ス
、
１
リ
ス
の
中
に
は
、
原
則
的
規
定
の
体

系
は
な
く
ｖ
唯
そ
の
全
体
の
中
に
散
在
す
る
と
い
う
ご
く
初
歩
の
も
の
で
あ
っ

た
。
即
ち
別
の
法
律
関
係
を
法
典
に
規
定
す
る
場
合
に
念
こ
れ
と
関
係
し
て
留

置
権
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
留
置
権
の
要
件
に
つ
い
で
の
暗
示
さ
え
も
見

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
註
己
。

ロ
ー
マ
の
判
例
は
物
に
支
出
し
た
費
用
の
た
め
、
そ
の
物
を
留
置
す
る
と
い

う
留
臓
権
の
典
型
的
な
場
合
に
も
篭
留
置
又
は
留
置
す
る
の
語
を
使
用
し
な
い

第
二
節
沿
革
と
立
法
例

第
一
項

第
一

沿
誠

ロ
ー
マ
法
か
ら
ド
イ
ツ
普
通
法
へ
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で
悪
意
の
抗
弁
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。
勿
論
留
置
の
語
を
使
用
し
て
い
る
箇

所
も
あ
る
が
（
註
二
）
、
留
置
の
語
の
欠
け
て
い
る
事
が
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
、

留
置
権
を
排
斥
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
様
に
、
こ
の
語
の
使
用
が
留
置
権
に
関

す
る
場
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
ろ
様
に
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
真
の
留
置
権
を
指
示
す
る
場
合
は
非
常
に
僅

か
で
あ
っ
た
が
、
一
七
世
紀
の
初
め
に
、
モ
リ
グ
ナ
ー
ッ
ス
が
留
置
の
語
の
使

用
さ
れ
て
い
る
全
て
の
場
合
を
列
記
し
た
の
を
初
め
と
し
て
（
註
三
）
で
一
八
世

紀
の
中
頃
に
、
ゲ
オ
ル
グ
ベ
エ
マ
ー
は
、
留
置
権
を
、
「
他
人
の
物
、
即
ち
他

人
に
対
し
、
返
還
す
べ
く
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
物
を
そ
の
者
か
ら
反
対
に
負

担
さ
れ
る
債
務
に
付
き
満
足
を
受
け
る
ま
で
、
そ
の
占
有
か
ら
分
離
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
権
利
」
（
註
四
）
と
定
義
し
、
実
質
的
留
置
権
を
科
学
的
体
系
的
に

裏
付
け
る
基
礎
を
築
き
上
げ
た
。

そ
の
後
、
グ
リ
ュ
ッ
ク
が
留
置
権
の
詳
細
な
説
明
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て

（
註
五
）
、
留
置
権
論
に
関
す
る
思
想
は
発
展
し
た
。
シ
ェ
ン
ク
は
留
置
権
に
は

物
の
所
持
の
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
行
為
に
対
す
る
留
置
権
は
そ
の

行
為
の
準
占
有
が
可
能
で
あ
る
限
り
成
立
し
う
る
と
し
た
が
（
註
六
）
、
留
置
権

と
は
関
係
の
な
い
終
極
的
滅
却
の
場
合
を
、
留
置
権
と
し
て
取
扱
っ
た
（
註
七
）
。

一
九
世
紀
の
初
め
に
、
ル
ー
デ
ン
は
こ
の
暇
碓
を
避
け
た
が
、
留
置
権
は
統

一
的
法
律
上
の
目
的
を
持
た
な
い
と
主
張
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
獲
得

し
た
留
置
権
に
関
す
る
結
果
を
排
斥
し
、
特
に
請
求
権
の
牽
連
を
否
定
し
た
（

註
八
）
・
こ
れ
に
対
し
、
ク
ラ
ー
マ
ー
は
、
留
溌
権
に
統
一
的
牽
連
を
認
め
、
請

求
梅
の
牽
連
は
、
同
請
求
権
が
同
一
法
律
関
係
に
基
く
場
合
に
あ
る
と
し
、
あ

ら
ゆ
る
給
付
に
対
す
る
留
置
権
を
認
め
た
（
註
九
）
。
こ
れ
に
対
し
、
債
権
は
留

置
権
の
絶
対
的
要
件
で
は
な
い
と
し
て
、
留
置
権
概
念
を
再
び
制
限
し
た
の
は

グ
ロ
ー
ス
コ
ッ
プ
フ
で
あ
る
が
（
註
一
○
）
、
こ
れ
は
十
九
世
紀
中
頃
に
ゴ
ー
ル

ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
反
対
を
受
け
た
（
註
二
）
。
彼
は
ク
ラ
ー
マ
ー
と
同
じ
様

に
、
牽
連
定
型
の
理
論
を
採
ら
な
い
で
、
統
一
的
牽
連
概
念
を
認
め
、
留
置
権

古
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
謡
ロ
ー
マ
法
の
留
置
権
に
関
す
る
規
定
が
公
平

に
適
す
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
採
用
し
た
（
註
一
）
。
即
ち
パ
リ
慣
習
法

は
物
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
各
種
の
給
付
に
つ
い
て
成
立
す
る
と
し
た
。

か
く
の
如
く
、
留
置
権
論
は
学
説
の
変
遷
を
経
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
が
、

ド
イ
ツ
の
判
例
、
通
説
は
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
説
に
従
っ
て
い
る
。

註
一■一

一・○九八七六五 四
一
一

－凸

の
。
匿
胃
①
、
の
伊
壷
の
見
ぬ
①
堺
ロ
画
印
画
口
崎
嘩
ｏ
丙
ウ
の
一
国
岸
口
ご
鯛
ｍ
Ｈ
の
。
彦
庁
．
ご
旨
．
の
農

の
ｏ
毎
の
回
。
〆
口
請
伊
の
宮
．
⑦
ご
ｏ
ｐ
Ｑ
の
日
詞
の
扇
ご
豆
○
国
の
獄
の
。
置
含
己
四
畠
再
函
の
ヨ
ー

の
旨
の
ご
罰
の
。
写
蒔
の
目
］
函
四
式
の
．
野
の
○
三
の
ｍ
の
岸
の
Ｈ
い
の
騨
禦
画
：
○
・
の
・
騨

薬
師
寺
志
光
「
留
置
権
論
」
（
昭
加
）
二
一
六
頁
よ
り
引
用
。

８
陣
月
鼻
８
月
？
．
…
・
言
角
画
胃
．
ロ
．
瞳
．
い
）

Ｈ
ｇ
宮
の
Ｂ
Ｑ
ｇ
葡
の
…
…
：
（
賃
“
亜
衿
己
．
茜
．
式
）

い
い
の
局
Ｈ
２
旨
の
厩
言
別
ユ
ｇ
苗
の
…
…
・
一
口
恥
の
”
心
ロ
．
愚
．
ｅ

同
二
一
七
頁
よ
り
引
用
。

冒
巳
侭
ご
異
口
の
．
弓
尉
錘
ｇ
臼
冨
の
、
①
峰
興
①
具
ご
国
ｐ
岳
置
．

同
二
一
九
頁
よ
り
引
用
。

。
』
ロ
印
刷
の
ｇ
昌
徹
冒
臼
ゴ
く
巴
勉
声
①
風
口
の
ず
津
四
国
］
①
Ｘ
、
豆
四
勺
○
ｍ
ｍ
の
、
の
冒
制
の

国
ｏ
ｐ
Ｑ
』
自
己
茸
の
ロ
Ｑ
〕
も
ロ
○
己
の
○
回
の
⑦
。
》
四
画
。
。
画
』
の
。
。
①
【
ロ
ぐ
ぢ
瀦
鯉
『
ご
ロ
の
辱
‐

騨
日
恩
氏
呉
胃
盲
目
の
啓
二
田
８
言
月
域
吻
器
同
二
二
○
頁
よ
り
引
用
。

の
冨
鼻
．
国
県
〆
ぐ
、
の
．
崖
黛
戸
同
二
二
三
頁
よ
り
引
用
。

の
ｇ
ｇ
鼻
》
い
ご
騨
同
二
二
三
頁
よ
り
引
用
。

の
ｇ
ｇ
ｏ
〆
の
．
鱒
シ
コ
ョ
．
騨
同
二
二
三
頁
よ
り
引
用
。

Ｆ
巨
烏
員
の
．
Ｐ
同
二
二
四
頁
よ
り
引
用
。

○
国
目
①
い
の
．
憧
国
姉
同
二
二
四
頁
よ
り
引
用
。

の
ｇ
陽
８
儲
い
く
．
同
二
二
四
頁
よ
り
引
用
。

の
○
国
恩
言
巳
冨
》
飼
麹
ａ
ロ
ウ
屋
。
毒
号
切
閏
四
画
の
Ｑ
２
胃
胃
冨
．
岳
畠
、
国
具

鰐
い
か
”
忠
電
．
の
ゐ
寵
営
．
同
二
二
五
頁
よ
り
引
用
。

第
二
ロ
ー
マ
法
か
ら
フ
ラ
ン
ス
古
法
へ
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（
一
七
五
条
三
○
五
条
）
は
、
旅
店
主
人
に
は
旅
客
の
馬
及
び
荷
物
に
つ
い
て
、

共
同
相
続
人
に
は
そ
の
出
費
の
賠
償
の
た
め
、
相
続
不
動
産
に
つ
い
て
、
留
置
権

を
認
め
（
註
二
）
、
オ
ル
レ
ア
ン
慣
習
法
（
三
七
二
条
）
は
、
遺
産
買
戻
の
場
合

に
、
買
戻
を
受
け
る
者
の
留
慨
権
を
認
め
（
註
三
）
、
一
六
世
紀
に
お
い
て
、
ヴ

イ
エ
コ
テ
レ
条
例
（
九
七
条
）
は
、
他
人
の
土
地
に
お
け
る
建
設
者
、
修
繕
者

又
は
改
良
者
に
留
置
縦
を
認
め
た
（
註
四
）
。

本
条
例
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
、
留
置
椛
が
、
他
人
の
財
産
の
占
有
者
が
返

遮
義
務
を
避
け
る
手
段
と
し
て
濫
用
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
骨
そ
の
様
な
弊

害
を
救
済
す
る
た
め
に
、
裁
判
官
に
占
有
者
の
債
権
の
弁
済
期
に
期
限
を
付
け

る
権
限
を
与
え
、
占
有
者
に
債
権
の
弁
済
を
直
ち
に
受
け
る
よ
う
に
義
務
付
け

た
。
更
に
こ
れ
で
は
十
分
で
は
な
い
の
で
、
一
六
世
紀
に
お
い
て
、
ム
ー
ラ
ン

条
例
釜
二
条
）
は
、
所
有
者
に
担
保
提
供
に
よ
っ
て
留
置
物
の
返
還
請
求
が

で
き
る
様
に
し
た
が
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
は
こ
の
両
者
を
併
用
す
る
こ
と
に

ｋ
っ
て
留
置
権
の
濫
用
を
防
止
し
た
（
条
例
九
条
註
五
）
。

か
く
の
如
く
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
制
定
前
に
お
け
る
留
置
権
は
、
ロ
ー
マ
法
の

棋
写
で
あ
り
、
契
約
不
履
行
の
抗
弁
の
他
に
、
物
上
請
求
権
に
よ
る
物
の
返
還

を
も
拒
絶
す
る
事
が
で
き
る
留
置
権
が
僅
か
に
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
留
置
権

理
論
の
統
一
的
職
成
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

註
一

五ra三 二

四
画
皇
巳
》
言
昌
就
の
示
口
胃
の
己
薗
育
の
ｇ
の
Ｑ
獄
日
岸
○
曽
芦
ご
届
．
８
ヨ
の
目
》

司
謁
．
薬
師
寺
前
掲
二
二
七
頁
よ
り
引
用
。

○
○
〔
言
１
○
画
己
津
勉
ご
詐
画
○
○
口
門
の
堅
の
冒
宮
の
登
斥
ｇ
Ｈ
の
●
の
Ｑ
魂
○
詳
◎
砕
く
窒
捕
曙
画
画
○
臼
の
。

ぢ
ぶ
さ
日
①
屡
詞
割
、
、
同
一
三
七
頁
よ
り
引
用
。

国
自
営
．
詞
司
い
同
二
二
八
頁
よ
り
引
用
。

○
ｓ
宮
１
８
亘
薗
員
国
司
８
．
同
一
三
八
頁
よ
り
引
用
。

国
ｇ
こ
》
国
司
認
．
ｎ
ｏ
屋
罰
’
○
ｍ
ｇ
冨
具
勺
．
弓
望
認
ｃ
同
一
三
八
頁
よ
り
引

用
。

第
三
わ
が
国
に
お
け
る
沿
革

わ
が
国
に
お
け
る
民
事
留
置
権
は
前
述
の
如
く
ロ
ー
マ
法
を
そ
の
起
源
と
す

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
維
新
後
、
政
府
の
要
請
に
基
い
て
、
フ
ラ
ン
ス

法
、
ド
イ
ツ
法
等
か
ら
継
受
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
明
治
維
新
後
、
不
確

定
且
つ
錯
雑
或
い
は
簡
単
な
徳
川
時
代
の
慣
習
に
よ
っ
て
は
、
将
来
の
複
雑
な

民
事
事
件
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
．
又
国
権
国
利
の
た
め
に
従
来
の
通
商

条
約
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
関
係
上
、
政
府
は
各
国
の
立
法
例
を
蝋
酌
し
て

完
全
な
成
文
法
の
制
定
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
（
註
ご
・
従
っ
て
明
治
維
新

前
に
お
い
て
は
、
留
厨
椎
と
い
う
言
語
は
も
と
よ
り
．
所
謂
現
行
法
に
お
け
る

留
置
権
を
意
味
す
る
制
度
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
債
権
担

保
の
方
法
に
つ
い
て
、
上
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
説
明
す
る
。

原
始
的
氏
族
社
会
西
暦
前
二
、
三
世
紀
）
か
ら
氏
姓
時
代
茜
暦
六
世
紀
）
ま
で
の

上
代
に
お
い
て
は
、
債
権
担
保
の
方
法
は
、
債
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
債
権
者

が
債
務
者
を
没
収
し
て
、
自
己
の
奴
蝉
と
な
す
事
が
で
き
る
人
質
の
制
度
が
認

め
ら
れ
て
い
た
。
但
し
政
治
的
人
質
が
認
め
ら
れ
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る

が
私
法
的
担
保
の
方
法
と
し
て
の
人
質
の
有
無
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

飛
鳥
期
時
代
穴
世
起
か
ら
平
安
朝
時
代
の
前
期
二
○
世
狸
ま
で
の
上
世

侭
お
け
る
債
権
担
保
の
方
法
は
、
保
証
及
び
連
帯
保
証
と
、
更
に
今
日
の
占
有

質
と
抵
当
と
を
含
ん
で
い
る
質
の
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

平
安
朝
時
代
の
後
期
（
一
、
二
世
紀
）
か
ら
室
町
時
代
（
一
五
世
紀
）
ま
で
の

中
世
に
お
い
て
は
、
債
権
担
保
の
方
法
は
保
証
及
び
連
帯
債
務
と
起
請
文
及
び

栄
誉
の
質
入
等
の
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

戦
国
及
び
安
土
桃
山
時
代
（
一
五
世
紀
）
か
ら
江
戸
時
代
後
期
（
一
八
世
紀
）

ま
で
の
近
世
に
お
い
て
は
、
債
権
担
保
の
方
法
は
中
世
と
同
じ
く
保
証
及
び
連

帯
債
務
と
、
起
請
文
及
び
栄
誉
の
質
入
の
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

明
治
維
新
前
に
お
け
る
債
権
担
保
の
方
法
は
か
く
の
如
く
で
あ
り
、
明
治
維

新
後
、
前
述
し
た
理
由
に
基
い
て
編
纂
さ
れ
た
旧
民
法
に
お
い
て
初
め
て
留
置

権
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
旧
民
法
九
二
条
乃
至
九
六
条
）
。
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旧
民
法
の
旧
草
案
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
従
ｈ
留
置
権
に
つ
い
て
の

『
般
規
定
を
認
め
な
い
で
、
特
別
の
場
合
に
お
い
て
留
置
権
を
認
め
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
修
正
民
法
草
案
に
お
い
て
は
留
置
権
に
つ
い
て
の
一
般
規
定
を

認
め
唇
正
民
法
草
案
一
五
九
六
条
乃
至
一
六
○
○
条
）
、
更
に
個
々
の
具
体
的
場
合

に
特
別
の
規
定
を
認
め
た
の
で
あ
る
（
同
草
案
五
三
二
条
一
項
五
七
三
条
五
項
等
）
。

か
く
の
如
き
編
纂
の
歴
史
を
経
て
制
定
せ
ら
れ
た
旧
民
法
は
、
わ
が
国
古
来

の
伝
統
的
習
慣
が
尊
重
せ
ら
れ
な
い
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
及
び
同
法
系
に
属

す
る
立
法
例
の
み
を
参
考
と
し
て
他
の
進
歩
的
な
ド
イ
ツ
民
法
そ
の
他
の
法
理

法
制
を
資
料
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
編
別
、
分
類
等
が
学
理
的
に
不
合
理
で
あ

る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
施
行
さ
れ
ず
、
こ
れ
等
の
欠
点
を
修
正
し
た
現
行
民

法
が
施
行
せ
ら
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

現
行
民
法
は
留
置
権
に
つ
い
て
、
旧
民
法
に
お
け
る
列
挙
主
義
を
排
し
て
物

権
編
に
一
般
規
定
を
認
め
た
（
民
法
二
九
五
条
以
下
）
。
蓋
し
留
置
権
を
債
権
の

特
別
の
効
力
と
み
る
と
き
は
債
権
の
発
生
原
因
を
列
挙
す
る
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
旧
民
法
の
よ
う
に
留
置
権
を
物
権
と
し
、
更
に
列
挙
主
義
を
採
る
の
は
妥

当
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
現
行
民
法
に
お
い
て
は
、
脱
漏
の
恐
れ
の
あ

る
列
挙
主
義
を
排
し
、
留
置
権
に
関
す
る
一
般
規
定
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

留
置
権
を
物
権
と
し
て
認
め
た
点
は
、
留
置
権
を
債
権
の
効
力
と
し
て
認
め

て
い
る
ド
イ
ツ
民
法
と
異
り
（
註
一
）
、
留
澄
権
に
つ
い
て
、
一
般
規
定
丈
を
認

め
た
点
は
、
個
々
の
具
体
的
場
合
に
留
侭
権
を
認
め
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
と

異
る
が
、
一
般
規
定
を
認
め
た
点
は
、
留
侭
椛
に
関
す
る
個
々
の
規
定
を
制
限

的
な
も
の
で
は
な
く
、
一
般
制
度
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
フ
ラ
ン
ス

の
判
例
、
及
び
債
権
と
物
と
の
牽
連
を
認
め
た
点
は
、
債
権
を
留
置
物
と
の
間

に
牽
連
が
あ
る
場
合
に
留
置
権
を
認
め
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
多
数
説
に
従
う
も

の
で
あ
る
と
解
す
る
（
註
二
）
。

『
●

誰
一
後
段
第
二
節
第
二
項
第
四
ド
イ
ツ
民
法
参
照
、

二
後
段
第
二
節
第
二
項
第
五
フ
ラ
ン
ス
民
法
参
照

一
八
世
紀
に
お
い
て
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
法
典
は
ロ
ー
マ
法
に
従
い
所
有
権

訴
誘
に
お
け
る
支
出
し
た
費
用
の
償
還
に
関
す
る
規
定
を
認
め
た
ｏ
即
ち
費
用

を
必
要
費
と
有
益
費
、
箸
修
費
に
区
別
し
、
必
要
費
の
た
め
に
常
に
留
置
権
を

認
め
た
（
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
法
典
第
二
編
第
二
章
第
一
○
条
七
号
第
二
条
六
号
）
・

同
法
典
は
管
理
者
の
留
置
権
を
管
理
者
が
受
託
物
に
支
出
し
た
必
要
蟹
の
た

め
に
の
み
認
め
（
同
法
典
第
四
編
第
二
蹴
第
七
条
第
一
八
量
、
更
に
借
主
の
留
侭

権
を
認
め
て
い
る
（
同
法
典
第
四
編
第
二
章
第
五
条
）
・
こ
の
場
合
借
主
は
借
用
物

を
三
つ
の
原
因
に
よ
り
留
置
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
三
番
目
の
場
合
に

お
い
て
、
牽
連
概
念
が
著
し
く
拡
張
さ
れ
て
い
る
点
に
特
質
を
有
す
る
。
即
ち

借
主
が
紛
失
し
た
と
信
じ
た
物
の
代
り
に
貸
主
に
価
値
を
賠
俄
し
た
後
に
、
そ

の
物
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
借
主
は
支
払
っ
た
価
値
の
た
め
に
、
借
用
物
を
留

置
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
貸
主
は
契
約
上
の
訴
に
よ
っ
て
物
の
返
還

を
請
求
し
借
主
は
不
当
利
得
の
訴
に
よ
っ
て
賠
償
し
た
価
値
の
返
還
を
請
求
す

る
の
で
あ
る
。
相
互
に
対
立
す
る
請
求
権
は
、
一
つ
の
法
律
関
係
か
ら
で
は
な

く
、
一
つ
の
統
一
的
生
活
関
係
か
ら
生
じ
る
。

同
法
典
に
よ
る
と
、
質
権
者
が
留
置
権
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
が
（
同
法
典
第

二
編
第
六
蕊
第
一
六
条
第
一
四
条
）
、
こ
の
留
置
権
は
留
置
さ
れ
る
物
と
債
権
と
の

間
に
牽
連
が
な
い
点
に
特
質
を
有
す
る
（
註
ご
・
尚
同
法
典
は
賃
借
人
が
賃
借

物
に
支
出
し
た
必
要
費
の
た
め
に
だ
け
で
は
な
く
一
定
の
要
件
を
具
え
た
有
益

費
（
註
二
）
の
た
め
に
も
留
置
権
を
認
め
て
い
る
。

註
一
・
ぐ
巴
．
ロ
の
Ｈ
ｇ
日
臨
宙
且
の
重
ｇ
白
》
の
．
雪
男
弓
畠
ｇ
昌
圃
の
国
９
ｍ
・

シ
ョ
ョ
い
き
台
房
崖
罷
．
薬
師
寺
前
掲
二
三
一
頁
よ
り
引
用
。

二
継
続
利
用
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
、
又
は
少
く
と
も
賃
貸
人
の
同
意
を
得
て
支

出
さ
れ
た
正
常
、
相
当
の
有
益
費
で
あ
る
事
を
要
す
る
。

第
二
項
立
法
例

第
一
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
法
典
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一
八
世
紀
の
プ
ロ
シ
ア
一
般
州
法
に
よ
っ
て
留
置
権
は
体
系
的
に
規
定
さ
れ

た
。
留
置
権
は
同
法
に
お
い
て
質
権
と
さ
れ
て
い
る
が
（
プ
ロ
シ
ア
州
法
第
一
編

鮪
三
章
第
五
三
六
条
以
下
）
、
物
的
権
利
で
な
く
人
的
権
利
で
あ
っ
た
（
註
一
）
。

同
法
に
お
い
て
は
他
人
の
物
の
所
持
人
が
反
対
債
権
の
た
め
、
そ
の
弁
済
を
受

け
る
ま
で
、
目
的
物
を
抑
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
留
置
権
の
規
定
を
認

め
て
い
る
（
同
法
五
三
六
条
）
・
同
法
に
よ
る
留
置
権
の
成
立
要
件
は
、
．
一
、
、
物

に
対
す
る
適
法
の
占
有
と
、
二
、
弁
済
期
に
あ
る
証
明
さ
れ
た
牽
連
反
対
債
権
と

で
あ
り
、
そ
の
牽
連
は
反
対
債
権
が
物
自
体
に
つ
い
て
、
又
は
そ
れ
に
よ
り
物
が

占
有
者
の
支
配
に
帰
属
し
た
行
為
か
ら
成
立
し
た
場
合
に
存
在
す
る
の
で
あ
る

同
法
の
留
置
権
は
純
担
保
権
で
あ
る
か
ら
、
留
置
権
は
所
持
人
の
有
す
る
請

求
権
の
弁
済
に
必
要
な
限
度
で
行
使
さ
れ
る
（
同
法
五
五
二
条
五
五
三
条
）
。
従
っ

て
担
保
供
与
に
よ
っ
て
留
置
権
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
五
五
五
条
五

五
六
条
）
・
同
法
に
お
け
る
留
置
椎
の
特
色
は
、
留
置
物
の
保
存
、
使
用
及
び
管
理

の
た
め
に
、
留
侭
椛
者
に
賀
権
者
と
同
様
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る

（
同
法
五
五
八
条
）
。

ザ
．
ク
セ
ン
民
法
は
、
留
置
権
に
関
す
る
特
別
の
規
定
を
認
め
た
が
、
主
と
し

て
プ
ロ
シ
ア
州
法
に
従
っ
て
い
る
。
同
民
法
は
契
約
不
履
行
の
抗
弁
（
ザ
ク
セ
ン

民
法
上
六
八
条
）
に
対
す
る
固
有
の
意
味
の
留
置
権
と
し
て
、
他
人
に
返
還
す
べ

（
同
法
五
三
九
条
）
。

仙
一

埼
○
Ｈ
異
国
●
１
画
○
国
色
伊
咽
獄
の
宮
の
い
騎
○
壷
の
、
勺
風
ぐ
“
買
い
○
再
戸
．
胃
．
、
．
『
、
Ｐ

薬
師
寺
前
掲
二
三
三
頁
よ
り
引
用
。
．

第
二
プ
ロ
シ
ア
一
般
州
法

第
三
ザ
ク
セ
ン
民
法

き
物
の
所
持
人
が
そ
の
他
人
に
対
し
て
、
そ
の
物
に
つ
い
て
、
又
は
そ
の
物

に
対
し
て
有
す
る
債
権
の
た
め
、
そ
の
物
を
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
認
め
る
（
同
法
七
六
七
条
）
。
同
民
法
は
プ
ロ
シ
ア
州
法
と
同
じ
に
こ
の
権
能

を
善
意
占
有
者
（
同
法
七
六
九
条
）
、
及
び
何
等
か
の
関
係
で
、
物
に
対
し
て
原

因
を
有
す
る
弁
済
期
の
反
対
債
権
の
た
め
に
だ
け
認
め
る
の
で
あ
っ
て
、
同
民

法
の
留
置
権
に
関
す
る
規
定
は
統
一
的
で
あ
る
（
註
一
）
。

一
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
留
置
権
思
想
が
既
に
深
く
国
民
の

中
に
彦
透
し
て
い
た
の
で
、
留
置
権
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
な

か
っ
た
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
留
磁
権
を
個
々
の
具
体
的
場
合
に
債
務
者
に
与

え
る
べ
き
か
、
又
は
留
侭
権
に
関
す
る
一
般
規
定
を
認
め
る
べ
き
か
で
あ
っ

た
。

現
行
ド
イ
ツ
民
法
は
第
二
編
債
務
関
係
法
に
、
留
置
権
に
関
す
る
規
定
を
認

め
（
ド
イ
ツ
民
法
二
七
三
条
註
己
、
留
置
権
を
債
権
の
特
別
の
効
力
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
点
わ
が
民
法
の
規
定
と
趣
旨
を
全
く
異
に
し
て
い
る
。

同
法
二
七
三
条
の
解
釈
に
つ
い
て
は
学
説
が
分
れ
る
が
、
同
条
第
一
項
の
規

定
は
留
置
権
の
一
般
規
定
で
あ
り
、
第
二
項
は
そ
の
例
示
規
定
で
あ
る
と
解
す

る
。
更
に
同
条
の
留
置
権
は
債
権
関
係
か
ら
生
ず
る
給
付
拒
絶
権
だ
け
で
は
な

く
物
権
的
請
求
権
か
ら
生
ず
る
返
還
義
務
の
履
行
を
拒
絶
す
る
場
合
を
も
含
ん

で
い
る
と
解
す
る
。

註
一
こ
の
ザ
ク
セ
ン
の
民
法
の
規
定
は
、
一
九
世
紀
中
頃
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

註
一
現
代
外
国
法
典
推
祷
ド
イ
ツ
俄
務
法
九
三
頁
。

第
四
ド
イ
ツ
民
法
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現
行
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
一
九
世
紀
の
初
め
に
発
布
さ
れ
た
が
、
留
置
権
を
独

立
の
物
権
と
み
な
い
で
、
双
務
契
約
に
基
く
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
同
じ
性
質

を
有
す
る
も
の
と
し
て
取
扱
い
、
留
置
権
に
関
す
る
統
一
的
規
定
を
認
め
な
い

で
、
個
々
の
具
体
的
場
合
に
認
め
て
い
る
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
財
産
取
得
法
八
六
七
条

一
六
三
条
一
六
一
三
条
等
註
一
）
・
こ
れ
等
留
置
権
の
諸
規
定
は
、
コ
ラ
ン
カ
ピ

タ
ン
の
説
に
従
っ
て
、
次
の
四
つ
の
場
合
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
註
二
）
。

ィ
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
契
約
留
置
権
（
同
法
二
○
八
二
条
二
○
八
七
条
）
・

ロ
留
置
権
者
と
留
置
物
の
所
有
者
と
の
間
に
そ
の
物
に
関
し
結
ば
れ
た
契

約
関
係
か
ら
生
ず
る
場
合
の
法
定
留
置
権
（
同
法
一
六
一
二
条
一
六
一
三
条
一
六
七

三
条
等
）
・

ハ
契
約
関
係
は
な
い
が
債
権
と
物
と
の
間
に
牽
連
が
あ
る
場
合
の
法
定
留

置
権
（
国
法
五
七
○
条
八
六
七
条
等
）
・

ニ
前
述
の
留
置
と
は
趣
旨
を
全
く
異
に
す
る
も
の
で
債
権
と
物
と
の
間
に

牽
連
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
場
合
の
法
定
留
置
権
（
同
法
一
七
四
九
条
）
・

こ
れ
等
の
分
類
の
中
の
契
約
留
置
権
を
、
質
権
の
権
能
で
あ
る
と
解
す
る
場

合
は
、
民
法
上
の
留
置
権
は
、
ロ
ハ
ニ
の
法
定
留
置
権
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
こ
れ
等
の
場
合
以
外
に
留
置
権
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
例
が

あ
り
、
学
説
が
分
れ
る
。
判
例
は
こ
れ
等
の
規
定
は
制
限
的
な
も
の
で
は
な
く
、

留
置
権
の
原
則
に
関
す
る
一
般
制
度
を
規
定
し
た
表
現
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら

双
務
契
約
又
は
他
の
契
約
が
存
す
る
場
合
、
或
い
は
契
約
関
係
の
な
い
場
合
に

お
い
て
契
約
が
無
効
な
場
合
或
い
は
債
権
と
留
置
物
と
の
間
に
牽
連
性
が
あ
る

場
合
に
、
一
般
的
に
留
置
権
を
認
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
多
数
の
学
説
は
、
こ
れ
を
統
一
し
て
債
権
と
留
置
物
と
の

間
に
牽
連
性
が
あ
る
場
合
に
契
約
関
係
の
有
無
に
拘
ら
ず
常
に
留
置
権
を
認
め

て
い
る
。

第
五
フ
ラ
ン
ス
民
法

ロ
シ
ヤ
現
行
法
は
留
置
権
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
が
、
草
案
第
一
六
四

二
条
乃
至
第
一
六
四
五
条
の
債
権
の
部
に
留
置
権
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
こ

の
事
か
ら
し
て
も
留
置
権
を
物
権
と
し
て
み
て
い
な
い
噸
は
明
ら
か
で
あ
る
。

留
置
権
者
の
範
囲
は
留
侭
物
に
閲
す
る
掛
用
の
支
出
者
、
留
樋
物
に
よ
っ
て

損
害
を
受
け
た
者
、
及
び
商
人
等
に
制
限
さ
れ
る
が
、
特
磁
は
留
置
権
者
が
、

他
の
債
権
者
に
対
し
て
優
先
弁
済
椎
を
与
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
ロ
シ
ヤ

法
一
六
四
五
条
註
一
）
。

英
米
法
に
お
い
て
は
、
担
保
物
権
の
種
類
が
複
雑
で
あ
る
の
で
、
留
置
権
に
関

し
て
は
直
接
に
わ
が
民
法
の
規
定
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
酉
、
閉
‐

閉
。
ご
毎
ｇ
な
る
も
の
が
留
置
権
に
似
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
権
利
は
、
債
権
者
が
弁
済
を
受
け
る
ま
で
、
他
人
の
動
産
の
占
有
を
な
す
権

利
で
あ
る
が
、
債
権
の
満
足
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
大
陸

法
系
の
所
謂
留
置
権
と
も
同
一
で
は
な
い
。
こ
の
他
に
○
目
目
。
口
冒
言
蔚
冒

と
称
す
る
も
の
が
あ
っ
て
目
的
物
の
換
価
が
で
き
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
が
、

裁
判
所
の
許
可
に
よ
り
競
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
も
純
粋
の
留
置

権
で
は
な
い
。

註
一
際
堅
員
》
圃
具
貫
言
［
号
の
詞
吊
里
閉
呂
ｇ
員
昌
一
鴨
聡
冨
冒
鼻
醗
ｍ
お
『

●

三
瀦
信
三
「
担
保
物
椛
法
」
第
十
三
版
（
大
・
狸
）
三
一
頁
。

註
一
現
代
外
国
法
典
叢
書
フ
ラ
ン
ス
民
法
財
産
取
得
法
②
伽

二
薬
師
寺
前
掲
二
三
六
節
よ
り
引
用
。

第
七
ロ
シ
ヤ
法

第
六
英
米
法
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ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

債
権
も
裁
判
所
の
命
令
に
よ

オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
民
法
は
如
何
な
る
場
合
に
も
留
置
権
を
認
め
な
い
（
オ
ー
ス
ト

リ
ヤ
民
法
四
七
一
条
）
、
こ
の
規
定
は
、
留
置
権
の
濫
用
を
防
ぐ
こ
と
及
び
こ
れ

に
上
る
相
互
的
信
用
及
び
取
引
の
安
全
に
対
す
る
弊
害
を
避
け
る
た
め
に
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
所
有
者
は
保
謹
さ
れ
、
債
務
者
の
反
対

ス
イ
ス
民
法
は
留
置
権
に
関
し
一
般
規
定
を
認
め
、
学
説
上
使
用
さ
れ
て
い

た
牽
連
と
い
う
語
を
初
め
て
採
用
し
た
負
イ
ス
民
法
八
九
五
条
）
・

ス
イ
ス
民
法
に
お
け
る
留
置
言
権
は
、
ド
イ
ツ
民
法
と
異
り
給
付
拒
絶
権
で
は

な
く
、
物
を
留
置
す
る
物
椛
で
あ
る
と
し
た
の
で
、
物
と
債
権
と
の
間
の
牽
連

を
必
要
と
し
て
い
る
。

同
民
法
に
お
け
る
留
置
権
の
特
色
は
、
商
人
間
に
お
い
て
物
の
占
有
と
債
権

と
が
双
方
の
営
業
取
引
か
ら
生
じ
た
場
合
に
は
物
と
債
権
と
の
牽
連
が
あ
る
と

し
た
こ
と
で
あ
る
（
ス
イ
ス
民
法
八
九
五
条
二
項
）
。

留
置
権
は
他
人
の
物
の
占
有
者
が
そ
の
物
に
つ
い
て
生
じ
た
債
権
の
弁
済
を

受
け
る
ま
で
、
そ
の
物
を
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
り
、
そ
の
本
質
に

つ
堕
Ｌ
は
前
述
の
如
く
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
わ
が
民
法
は
留
置
権
を
、
目

的
物
を
占
有
で
き
る
独
立
の
物
権
と
し
て
認
め
て
い
る
良
法
二
九
五
条
以
下
）
。

従
三
Ｌ
留
置
権
は
排
他
性
を
有
す
る
と
同
時
に
絶
対
性
を
有
す
る
が
、
留
置

第
三
節

第
一
項 第

八
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
民
法

第
九
ス
イ
ス
民
法

物

性
縦

っ
て
確
保
さ
れ
る
。

性
質

Z

椎
の
物
権
性
は
他
の
物
権
と
は
異
る
。
即
ち
留
置
権
は
占
有
の
喪
失
に
よ
っ
て

消
滅
す
る
の
で
あ
る
か
ら
（
同
法
三
○
二
条
）
留
置
権
に
基
く
返
還
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
、
又
留
置
権
は
物
の
占
有
と
終
始
す
る
権
利
で
あ
る
か
ら
、

不
動
産
留
置
権
で
も
登
記
を
対
抗
要
件
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

留
置
権
者
は
物
を
留
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
務
者
の
弁
済
を
間
接
に
強

制
し
こ
れ
に
よ
っ
て
留
置
権
者
の
債
権
は
担
保
せ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て

留
置
権
が
担
保
物
権
に
属
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
優
先
弁
済
権
を
有

し
な
い
こ
と
は
、
他
の
担
保
物
権
と
異
る
重
要
な
点
で
あ
り
、
従
っ
て
物
上
代
位

性
を
有
し
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
留
廠
権
は
不
完
全
な
担
保
物
権
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
競
売
法
の
規
定
に
よ
っ
て
留
置
権
も
又
競
売
権
を

有
す
る
の
で
あ
り
（
競
売
法
三
条
一
三
条
）
、
そ
の
結
果
、
留
置
権
は
事
実
上
売
却

代
金
に
つ
い
て
優
先
弁
済
を
受
け
る
の
と
同
様
に
な
る
か
ら
、
留
置
権
の
担
保

物
権
性
は
重
要
視
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
註
一
）
．

留
置
権
は
法
律
の
直
接
規
定
に
基
い
て
、
一
定
の
要
件
を
具
伽
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
当
然
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
率
者
の
意
思
に
よ
っ
て
設
定

す
る
ご
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
先
取
特
権
と
同
じ
で
あ
る
が
、

約
上
物
権
で
あ
る
質
権
及
び
抵
当
縦
と
は
異
る
。

識
一

第
二
項
担
保
物
権
性

留
置
権
に
競
売
権
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
学
説
が
分
れ
る
が
、
競
売

法
の
文
字
を
尊
重
し
、
又
留
慨
椛
の
便
宜
の
為
に
競
売
権
を
認
め
る
と
す
る

税
を
妥
当
と
す
る
。

第
一
法
定
担
保
物
椛
性
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留
置
権
は
債
権
の
担
保
を
目
的
と
す
る
か
ら
債
権
に
附
随
し
て
存
在
し
、
債

権
と
法
律
上
の
運
命
を
共
に
し
、
債
権
が
成
立
し
な
い
か
、
又
は
消
滅
す
る
と
き

は
留
置
権
も
又
共
に
不
成
立
と
な
る
か
、
又
は
消
滅
す
る
の
で
あ
る
（
註
一
）
。
従

っ
て
留
置
権
は
主
た
る
債
権
が
弁
済
、
消
滅
時
効
等
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
き

は
、
留
置
権
も
消
滅
す
る
と
い
う
担
保
物
権
に
共
通
な
消
滅
事
由
を
有
す
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
、
民
法
は
特
に
留
置
権
の
行
使
は
債
権
の
消
滅
時
効
の
進
行

を
妨
げ
な
い
と
の
規
定
を
認
め
て
い
る
（
民
法
三
○
○
条
）
。
蓋
し
留
置
権
の
行

使
は
唯
、
物
を
留
置
す
る
こ
、
と
で
あ
っ
て
債
権
の
行
使
を
し
た
の
で
は
な
い
か

ら
留
置
権
の
行
使
に
よ
っ
て
時
効
が
中
断
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
他
留
置
椎
は
物
権
一
般
に
共
通
な
消
滅
事
由
で
あ
る
目
的
物
の
滅
失
、

没
収
及
び
収
用
、
混
同
、
放
棄
等
、
或
い
は
留
置
権
に
特
有
な
消
滅
廟
由
で
あ

る
占
有
の
喪
失
（
同
法
三
○
二
条
）
、
留
置
権
者
の
義
務
違
反
に
よ
る
留
置
権
消

滅
の
請
求
（
同
法
二
九
八
条
三
項
）
、
担
保
供
与
に
よ
る
留
置
権
消
滅
の
請
求

（
同
法
三
○
一
条
）
、
破
産
に
よ
る
効
力
の
喪
失
（
破
産
法
九
三
条
）
に
よ
っ
て
消

滅
す
る
。

前
述
の
如
く
、
留
置
椎
は
被
担
保
債
権
に
附
従
す
る
性
質
を
有
す
る
結
果
、

主
た
る
債
権
が
移
転
す
る
場
合
に
は
当
然
留
置
権
も
移
転
す
る
随
伴
性
を
有
す

る
。
但
し
留
置
権
は
占
有
の
事
実
を
要
件
と
す
る
か
ら
債
権
と
共
に
目
的
物
の

占
有
の
移
転
も
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
単
に
主
た
る
債
権
の
移
転
の
み
に
よ
っ

て
は
留
置
権
は
共
に
移
転
す
る
こ
と
は
な
い
。

I.<Ⅷ

祉
一
留
隠
権
は
主
た
る
債
権
の
発
生
へ
変
更
消
滅
に
伴
う
狭
義
の
附
従
性
を
有
す

る
。

第
四
不
可
分
性

撒
椛
に
お
い
て
は
、
俄
椛
者
の
利
益
を
保
謎
す
る
た
め
、
他
の
担
保
物
椛
と

鋪
室

附

従

性

わ
が
民
法
に
お
け
る
留
置
権
は
前
述
の
如
く
、
物
権
編
に
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
個
々
の
具
体
的
規
定
と
し
て
で
は
な
く
、
一
般
的
原
則
的
規
定
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
判
例
、
学
説
が
分

れ
て
い
る
。
即
ち
要
件
の
解
釈
の
如
何
に
よ
り
、
留
置
権
の
内
容
、
及
び
効
力

の
及
ぶ
範
囲
等
が
異
る
こ
し
と
な
る
か
ら
、
要
件
の
解
釈
に
つ
い
て
は
公
平
の

原
則
、
及
び
留
置
権
の
担
保
物
権
と
し
て
の
性
質
が
充
分
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
留
置
権
の
要
件
と
は
、
留
置
権
の
成
立
要
件
を
い
う
の
で
あ
る
。
即

ち
留
置
権
に
お
け
る
被
担
保
債
権
は
、
契
約
、
那
務
管
理
、
不
当
利
得
、
不
法

行
為
等
を
原
因
と
し
て
発
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
原
因
の
成
立
に
必

同
じ
に
債
権
の
全
部
の
弁
済
を
受
け
る
ま
で
は
留
置
物
の
全
部
に
つ
い
て
、
そ

の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
不
可
分
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
（
民
法
二

九
六
条
）
即
ち
債
権
が
可
分
で
あ
る
と
、
不
可
分
で
あ
る
と
、
又
債
権
者
が
一

人
で
あ
る
と
数
人
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
留
置
権
は
債
権
の
全
部
及
び
各
部

に
つ
い
て
、
不
可
分
的
に
目
的
物
全
部
の
上
に
存
在
す
る
。
更
に
留
置
権
は
各

々
の
目
的
物
が
債
権
の
全
部
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
が
分
割
、

減
縮
し
た
場
合
で
も
目
的
物
が
分
割
、
減
縮
す
る
こ
と
は
な
い
。
目
的
物
が
分

割
、
減
縮
し
た
場
合
で
も
こ
れ
に
よ
っ
て
担
保
せ
ら
れ
る
債
権
が
分
割
、
減
縮
す

る
こ
と
が
な
く
、
残
部
に
よ
っ
て
債
権
の
全
部
が
担
保
せ
ら
れ
る
。
：
、

留
置
権
の
不
可
分
性
は
目
的
物
が
一
個
の
物
で
あ
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
一

つ
の
債
権
を
担
保
す
る
た
め
に
数
個
の
目
的
物
上
に
留
置
権
が
成
立
し
た
場
合

に
お
い
て
も
、
初
め
か
ら
各
個
の
物
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
債
権
の
担
保
で
あ
る
場

合
を
除
い
て
、
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

第
四
節

第
一
項
総

説要

件

9



要
な
要
件
の
他
に
、
留
置
権
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
、
特
に
必
要
な
要
件
な

の
で
あ
る
。
尚
留
置
権
が
有
効
に
成
立
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
他
に
有
効
要
件

つ
般
、
特
別
）
の
具
備
を
必
要
と
す
る
。

留
置
権
は
、
法
定
の
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
生
す
る
権
利
で
あ

る
か
ら
（
原
始
的
取
得
）
、
一
定
の
要
件
が
具
備
し
な
い
の
に
当
事
者
間
の
愈
思

炎
示
に
よ
っ
て
留
世
権
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て

取
得
時
効
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
又
口
約
物
が
債
務
者
の
所
祢

に
属
す
る
と
否
と
に
よ
っ
て
影
聯
が
な
い
か
ら
、
即
時
取
得
に
よ
っ
て
取
得
す

る
こ
と
も
な
い
。
な
お
留
磁
縦
は
、
主
た
る
偵
椛
と
共
に
で
な
け
れ
ば
継
受
的

取
得
は
認
め
ら
れ
な
い
（
誠
一
）
。

か
く
の
如
く
に
し
て
、
留
撒
縦
制
度
の
眼
川
で
あ
る
留
置
縦
の
成
立
要
件
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
留
慨
椎
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
り
、
こ
こ
に
留
綴
椛
の
概
念
を
明
確
に
す
る
た
め
、
留
慨
縦
の
成
立
蕊
件

を
砿
極
的
要
件
、
消
極
的
要
件
に
区
別
し
て
脱
明
ｒ
る
。

留
置
権
の
積
極
的
要
件
の
中
、
、
的
物
に
関
す
る
も
の
と
し
て
第
一
に
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、
他
人
の
物
を
占
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明

文
が
あ
る
（
民
法
二
九
五
条
）
・

留
置
権
の
本
質
は
物
を
留
置
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
留
置
権
に
お
い
て
物

を
占
有
す
る
こ
と
は
重
要
な
要
件
で
あ
り
、
又
留
置
権
は
他
物
権
で
あ
る
性
質

上
、
目
的
物
は
他
人
の
物
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

註
一
前
掲
第
三
節
第
二
猟
鯛
三
附
従
性
参
川

第
尋
項
砿
樋
的
要
州

第
一
目
的
物
に
関
す
る
要
件

一
総
説

二
他
人
の
物
の
占
有

伽
占
有

占
祢
に
つ
い
て
は
所
謂
占
有
を
意
味
す
る
の
か
、
又
こ
の
占
有
の
他
に
単
純

な
所
持
を
も
含
ん
で
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
民
法
一
八
○
条
の
所
謂
占
有

と
は
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思
を
も
っ
て
物
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

剛
巳
の
た
め
に
す
る
意
思
の
解
釈
の
如
何
に
よ
っ
て
次
の
如
く
学
説
が
分
か
れ

一
○
・

脚
ｕ
の
た
め
に
す
る
意
思
を
狭
義
に
解
す
る
説
に
よ
る
と
留
置
権
者
の
占
有

は
本
来
の
占
有
の
他
に
単
純
な
所
持
（
無
償
の
受
寄
者
、
小
務
管
理
者
等
の
所

持
）
を
含
ん
で
い
る
と
す
る
。
即
ち
こ
れ
ら
の
許
が
物
の
占
有
者
で
な
い
結
果

留
慨
縦
を
取
得
し
え
な
い
の
を
救
済
す
る
た
め
に
民
法
二
九
肌
条
の
占
祢
は
単

純
な
慨
持
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
る
（
註
一
）
。

こ
の
説
は
自
巳
の
た
め
に
す
る
意
思
を
狭
義
に
解
す
る
た
め
に
よ
っ
て
生
ず

る
不
倫
を
補
足
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
妥
当
で
は
な
く
、
自
己
の
た
め
に

す
る
迩
思
を
単
に
自
己
の
利
益
の
た
め
に
す
る
意
思
だ
け
で
な
く
自
己
の
責
任

に
お
い
て
物
を
所
持
す
る
場
合
に
も
こ
の
意
思
が
あ
る
と
す
る
広
義
に
解
す
る

説
を
妥
当
と
す
る
。
蓋
し
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思
を
広
義
に
解
す
れ
ば
、
前

述
の
無
償
の
受
寄
者
、
事
務
管
理
者
等
は
当
然
占
有
者
と
な
る
の
で
あ
り
、
留

置
権
に
お
け
る
占
有
を
占
有
権
に
お
け
る
占
有
と
区
別
す
る
必
要
が
な
く
な
る

か
ら
で
あ
る
（
註
二
）
・

占
有
は
自
己
占
有
、
代
理
占
有
、
単
独
占
有
、
及
び
共
同
占
有
で
あ
る
と
否

と
を
問
わ
な
い
。
従
っ
て
債
権
者
と
第
三
者
又
は
債
権
者
と
債
務
者
の
共
同
占

有
の
場
合
で
も
、
債
権
者
が
目
的
物
を
所
持
す
る
限
り
留
置
権
は
成
立
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
第
三
者
が
債
権
者
と
債
務
者
の
た
め
に
物
を
占
有
し
、
両
者
に

対
し
て
返
還
義
務
を
有
す
る
場
合
に
は
留
置
権
は
成
立
し
な
い
と
す
る
説
が
あ

る
が
（
註
三
）
、
偵
権
者
が
第
三
者
に
よ
っ
て
代
理
占
有
す
る
限
り
留
置
権
は
成

立
す
る
と
解
す
る
。
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留
置
権
の
目
的
物
は
、
他
人
の
物
と
規
定
し
て
あ
る
こ
と
、
及
び
他
物
権
で

あ
る
性
質
上
、
留
置
権
は
自
己
の
物
の
上
に
成
立
す
る
こ
と
が
な
い
の
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
立
法
論
と
し
て
は
考
慮
の
余
地
が
あ
る
（
註
一
）
。
こ
の
他
人
に

つ
い
て
、
商
事
留
置
権
に
お
い
て
は
債
務
者
の
物
た
る
こ
と
を
必
要
と
し
て

い
る
が
（
商
法
五
一
二
条
）
、
民
事
留
置
権
に
お
い
て
は
明
文
が
な
い
の
で
、
他

人
は
債
務
者
だ
け
を
い
う
の
か
、
又
は
第
三
者
を
も
含
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い

て
が
問
題
と
な
る
。
即
ち
留
置
権
の
目
的
物
は
債
務
者
所
有
の
物
で
あ
る
こ
と

を
要
す
る
の
か
又
は
第
三
者
所
有
の
物
を
も
含
ん
で
い
る
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の
所
有
で
な
い
物
に
留
置
権
を
認
め
る
こ
と
は

公
平
に
反
す
る
と
し
て
、
留
置
権
の
目
的
は
必
ら
ず
債
務
者
の
所
有
物
で
あ
る

こ
と
を
必
要
と
す
る
有
力
説
が
あ
る
が
（
註
二
）
、
留
置
権
の
目
的
物
は
債
務
者

所
有
の
物
に
限
ら
な
い
と
す
る
説
を
妥
当
と
す
る
（
註
三
）
。
蓋
し
現
行
法
に
お

い
て
は
、
民
法
の
規
定
を
改
め
て
広
く
他
人
の
物
と
規
定
し
た
点
、
及
び
民
法
が

物
に
関
し
て
生
ず
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
、
商
法
の
よ
う
に
債
務
者
所
有
の
物

で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
な
い
こ
と
は
、
物
に
つ
い
て
生
じ
た
債
権
で
あ
る
以
上

か
く
の
如
く
、
留
置
権
の
成
立
に
は
、
目
的
物
の
占
有
を
必
要
と
す
る
の
で

あ
る
か
ら
占
有
者
で
な
い
占
有
使
用
人
に
は
留
置
権
は
成
立
し
な
い
。
従
っ
て

僻
主
の
家
で
労
働
す
る
工
業
労
働
者
は
占
有
者
で
な
い
か
ら
留
置
権
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(2)
註
一
梅
謙
次
郎
「
民
法
要
義
」
巻
之
二
物
権
編
（
大
正
１
）
三
○
四
頁

二
同
趣
旨
学
説
永
田
菊
四
郎
「
新
民
法
要
義
」
物
権
法
（
昭
犯
）
三
○
三
頁
、

宗
宮
信
次
、
池
田
浩
一
「
物
権
法
論
」
（
昭
妬
）
二
三
九
頁
、
柚
木
馨
「
担
保

物
権
法
」
法
律
学
全
集
（
昭
調
）
二
二
頁
。

三
弓
図
冨
且
辱
い
怠
餌
薬
師
寺
前
掲
五
五
頁
よ
り
引
用
。

他
人
の
物

亨
所
有
者
の
如
何
を
問
わ
な
い
で
留
置
す
る
こ
と
が
、
公
平
の
原
則
に
適
す
る
も

の
で
あ
る
と
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に
わ
が
民
法
は
、
ド
イ
ツ
民
法
が
留
置
権
を
債
権
の
効
力
と
し
て
い
る
の

と
は
異
っ
て
留
置
権
を
一
つ
の
物
権
と
し
て
み
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務

者
以
外
の
物
の
所
有
物
に
対
し
て
も
留
置
権
は
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
故
に
、
債
権
者
が
第
三
者
の
物
を
占
有
し
て
い
る
場
合
で

も
、
そ
の
物
と
債
権
と
の
間
に
牽
連
の
あ
る
限
り
債
権
者
は
そ
の
物
を
留
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

尚
第
三
者
が
物
を
留
置
す
る
場
合
に
、
債
権
者
が
そ
の
物
が
第
三
者
に
属
す

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
否
か
は
問
題
で
は
な
い
（
註
四
）
。
こ
の
点
債
務
者
に

属
し
な
い
物
を
留
置
す
る
場
合
に
債
権
者
の
善
意
を
必
要
と
し
て
い
る
ス
イ
ス

民
法
と
は
異
る
。

識
一三 二

特
定
物
の
売
買
契
約
に
お
い
て
は
、
目
的
物
の
所
有
権
は
契
約
の
と
き
に
買

主
に
移
転
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
（
民
法
一
七
六
条
）
、
特
約
に
よ
っ
て

一
定
の
時
期
ま
で
目
的
物
の
所
有
権
の
移
転
を
延
期
し
た
場
合
は
、
引
渡
の

延
期
で
は
な
く
売
主
が
所
有
権
の
留
保
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

の
場
合
に
代
金
の
支
払
に
つ
い
て
期
限
が
な
い
と
す
れ
ば
売
主
は
い
つ
で

も
支
払
を
要
求
で
き
る
の
で
あ
り
、
買
主
が
代
金
を
提
供
し
な
い
限
り
売
主

は
同
時
履
行
の
抗
弁
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
他
、
更
に
自
己
に
属
す
る
目
的

物
の
上
に
留
置
権
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
法
学
協
会

雑
誌
三
五
巻
四
号
五
号
、
三
沸
信
三
論
文
「
所
有
権
留
保
論
」
よ
り
引
用
）
・
・

同
趣
旨
学
説
薬
師
寺
前
掲
六
○
頁
梅
謙
次
郎
（
民
法
要
義
物
権
編
訂
正
増

補
第
二
○
版
（
明
記
）
三
○
四
頁
・

同
趣
旨
学
説
沼
義
雄
「
綜
合
日
本
民
法
論
」
増
訂
三
版
一
巻
（
昭
鯛
）
二
八

二
頁
宗
宮
、
池
田
前
掲
二
四
一
頁
、
永
田
前
掲
三
○
一
頁
、
我
妻
栄
「
民

法
講
義
」
三
、
担
保
物
権
法
第
二
七
剛
（
昭
鯛
）
二
五
頁
、
三
瀦
前
掲
三
四

頁
。
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わ
が
民
法
は
留
置
権
の
目
的
物
を
他
人
の
物
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
（

雛
こ
、
他
人
の
物
で
あ
る
以
上
、
全
て
の
特
定
の
有
体
物
を
い
う
の
で
あ
っ
て

動
産
で
あ
る
と
不
動
産
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
。
従
っ
て
権
利
に
つ
い
て
は
制

置
権
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
り
、
権
利
を
表
象
し
た
有
価
証
券
を
留
置
権
の
Ｈ

的
物
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
有
価
証
券
中
、
無
記
名
憤
権
は
動
産
と
み

な
さ
れ
る
か
ら
．
（
民
法
八
六
条
三
項
）
、
留
慨
縦
の
目
的
物
と
な
る
。
尚
留
澗
椛

は
目
的
物
を
換
価
し
て
優
先
弁
済
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な

い
か
ら
、
財
産
的
価
値
の
あ
る
限
り
謹
渡
で
き
な
い
も
の
で
も
目
的
物
と
な
る

（
註
》
零
）
。

の
留
置
権
の
目
的
物
に
関
す
る
要
件
と
し
て
第
一
后
挙
げ
ら
れ
る
の
は
占

有
が
適
法
で
あ
る
こ
と
ｉ
特
に
、
不
法
行
為
に
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
明
文
が
あ
る
（
民
法
二
九
五
条
二
項
）
・

物
に
つ
い
て
債
権
を
有
す
る
も
の
が
債
権
の
弁
済
を
受
け
な
い
で
物
を
返
還

す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
留
置
権
は
債
権
者
保
護
の
た
め
に
公

平
の
原
則
に
立
脚
し
て
認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
占
有
が
不
法
行
為

(3)

注
一
留
置
権
の
目
的
物
に
つ
い
て
、
ス
イ
ス
民
法
は
動
産
及
び
有
価
証
券
と
し
（

ス
イ
ス
民
法
八
九
五
条
一
項
）
、
ド
イ
ツ
民
法
は
物
又
は
権
利
の
何
れ
で
も

よ
い
と
し
て
い
る
（
ド
イ
ツ
民
法
二
七
四
条
）
。

二
同
趣
旨
学
説
宗
宮
、
池
田
前
掲
二
四
一
頁
。

四
同
趣
旨
学
説
富
井
政
蕊
「
民
法
原
諭
」
二
巻
改
版
第
三
版
物
椛
下
巻
（
大
６

）
三
一
五
頁
。

物

三
占
有
が
適
法
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
場
合
に
債
権
者
に
留
置
権
を
与
え
る
こ
と
は
公
平
の
原
則

に
反
す
る
の
で
、
不
法
行
為
上
の
債
務
者
に
相
殺
を
禁
じ
た
の
と
同
じ
趣
旨
に

基
い
て
、
こ
の
よ
う
な
債
権
者
に
対
し
て
は
留
置
権
を
与
え
な
い
の
で
あ
る
。

②
不
法
行
為
は
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為

を
い
う
の
で
あ
っ
て
（
民
法
七
○
九
条
以
下
）
、
占
有
が
不
法
行
為
に
よ
っ
て
始
ま

っ
た
場
合
と
は
占
有
の
取
得
に
つ
い
て
不
法
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
を
い
う
。

他
人
の
物
の
占
有
者
が
占
有
物
を
穀
損
し
た
場
合
に
は
不
法
行
為
が
成
立
す
る

が
、
占
有
の
取
得
と
は
関
係
が
な
い
か
ら
不
法
行
為
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
場
合

と
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
問
題
と
な
る
の
は
占
有
の
取
得
以
外
に
つ
い
て
不
法
行
為
が
な
さ
れ

た
場
合
に
も
留
置
権
を
排
除
す
べ
き
か
否
か
で
あ
る
。

判
例
は
か
っ
て
、
占
有
が
不
法
行
為
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
場
合
で
な
く
て
も

占
有
す
べ
き
権
利
が
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
他
人
の
物
を
占
有
す
る
者
も
又

留
置
権
を
排
除
せ
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
か
ら
、
賃
借
人
が
賃
貸
借
解
除
後
に
賃

借
物
の
た
め
、
費
し
た
金
額
の
償
還
請
求
権
を
担
保
す
る
た
め
に
賃
借
物
を
留

置
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
（
大
審
院
判
例
大
正
一
○
年
一
二
月
二
三
日
民
録
二
七

輯
一
二
七
五
頁
、
註
一
）
・
近
時
の
判
例
学
説
も
こ
の
様
な
悪
意
の
無
権
限
占
有

者
に
対
し
て
は
、
留
置
権
を
認
め
な
い
傾
向
に
あ
り
、
明
●
渡
義
務
の
あ
る
者
か
ら

家
屋
の
占
有
を
承
継
し
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
家
屋
の
た
め
に
費
し
た
金
額

の
償
還
請
求
権
に
つ
い
て
留
置
権
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

即
ち
占
有
が
不
法
行
為
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
場
合
を
占
有
取
得
行
為
自
体
が
占

有
の
侵
奪
、
詐
欺
、
強
迫
等
に
よ
る
場
合
に
限
ら
ず
、
留
置
権
に
よ
っ
て
担
保

せ
ら
れ
る
債
権
が
債
務
者
に
対
抗
す
る
占
有
の
権
限
が
な
い
場
合
、
更
に
こ
れ

を
知
り
、
又
は
過
失
に
よ
り
知
ら
な
い
で
占
有
を
始
め
た
場
合
を
含
ん
で
い
る

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
註
二
）
。

こ
の
様
に
民
法
二
九
五
条
二
項
を
拡
張
的
に
解
釈
す
る
判
例
の
立
場
を
支
持
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一

す
る
説
も
あ
る
が
、
こ
の
説
に
よ
る
と
盗
人
、
悪
意
占
有
者
、
更
に
過
失
あ
る

善
意
占
有
者
に
も
一
括
し
て
留
置
権
を
認
め
な
い
結
果
と
な
り
、
留
置
権
制
度

の
綜
合
的
観
察
を
看
過
し
て
い
る
点
は
妥
当
で
な
い
。
本
項
は
占
有
取
得
が
不

法
行
為
で
あ
る
場
合
に
だ
け
留
置
権
を
否
定
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
悪
意
占
有

者
は
裁
判
所
の
期
限
許
与
が
あ
っ
た
場
合
に
始
め
て
留
置
権
を
失
う
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
（
同
法
一
九
六
条
二
項
但
書
）
。
従
っ
て
無
権
限
で
あ
る
こ
と
を
過
失

に
よ
っ
て
知
ら
な
い
占
有
者
に
対
し
て
は
留
置
権
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
と
解

す
る
。
蓋
し
本
項
は
盗
人
が
盗
品
に
費
用
を
だ
し
た
と
し
て
も
、
所
有
権
回
収

の
訴
を
拒
否
し
え
な
い
と
い
う
ロ
ー
マ
法
に
起
源
を
有
し
、
わ
が
民
法
一
九
六

条
二
項
に
該
当
す
る
返
還
す
べ
き
物
の
上
に
費
用
を
だ
し
た
悪
意
占
有
者
に
留

置
権
を
否
認
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
、
及
び
故
意
に
よ
る
不
法
行
為
に
よ
っ
て

目
的
物
を
取
得
し
た
場
合
だ
け
留
置
権
を
否
認
す
る
ド
イ
ツ
民
法
（
ド
イ
ツ
民
法

二
七
三
条
但
書
）
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

尚
こ
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
物
の
返
還
請
求
を
す
る
者
が
占
有
の
取
得
が

不
法
行
為
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
を
要
す
る
（
註
三
）
。

蓋
し
占
有
者
は
善
意
且
つ
公
然
に
占
有
を
な
す
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
の
で

（
民
法
一
八
六
条
）
、
留
置
権
の
占
有
も
一
応
不
法
行
為
に
基
か
な
い
も
の
と
の

推
定
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。

註
一
同
趣
旨
学
説
薬
師
寺
前
掲
七
四
頁
、
こ
の
判
例
に
対
し
て
は
、
費
用
償
還
請

求
権
に
つ
い
て
留
置
中
の
賃
借
人
か
ら
請
求
権
の
譲
渡
と
賃
借
物
の
占
有

移
転
を
受
け
る
事
は
震
借
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
賃
貸
人
・
の
承
諾
が
な
く
て

も
不
法
の
占
有
と
は
い
え
な
い
か
ら
そ
の
占
有
移
転
後
、
請
求
権
の
譲
渡
に

つ
い
て
通
知
が
な
さ
れ
た
以
上
は
譲
受
人
に
つ
い
て
留
置
権
が
成
立
す
る

決
定
が
あ
る
（
福
岡
高
裁
決
定
昭
和
二
九
年
五
月
二
五
日
昭
和
二
九
年
。
（
ラ
）

五
六
号
、
高
裁
民
集
七
巻
五
号
四
一
九
頁
）
・

二
東
京
高
判
昭
和
三
○
年
三
月
二
日
昭
和
三
○
年
（
ツ
ー
号
、
高
裁
民
集
八

巻
二
号
一
五
五
頁
。
同
趣
旨
学
説
我
妻
前
掲
二
五
頁
。

被
担
保
債
権
に
関
す
る
要
件
と
し
て
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
債
権
は
占
有

物
に
関
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
債
権
と
物
と
の
間
に
お
け
る
牽

連
又
は
関
聯
で
あ
り
、
こ
の
牽
連
は
最
も
重
要
な
要
件
で
あ
る
α

こ
の
牽
連
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
立
法
例
の
採
用
す
る
占

有
物
と
債
権
と
の
間
に
お
け
る
牽
連
を
必
要
と
す
る
主
義
（
註
己
、
ド
イ
ツ
法

被
担
保
債
権
に
関
す
る
要
件
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
占
有
者
が
債

権
を
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
で
は
明
文
が
あ
る
（
民
法
二
九
五
条
）
・

留
置
権
の
目
的
は
相
対
立
す
る
債
務
者
間
の
公
平
で
あ
る
か
ら
占
有
者
が
債

権
を
有
す
る
こ
と
は
必
然
的
要
件
で
あ
る
。

わ
が
現
行
民
法
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
様
に
（
註
己
、
債
権
発
生
の
原
因

を
列
挙
し
な
い
か
ら
債
権
の
発
生
原
因
が
売
買
又
は
物
の
修
繕
等
の
契
約
で
あ

る
と
物
の
占
有
者
が
占
有
物
に
つ
い
て
必
要
費
を
支
出
す
る
場
合
等
の
事
務
管

理
で
あ
る
と
、
又
他
人
の
工
作
物
を
保
管
す
る
の
に
設
置
方
法
が
不
完
全
な
の

で
損
害
を
受
け
た
場
合
等
の
不
法
行
為
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

尚
民
法
は
金
銭
債
権
以
外
の
債
権
を
除
外
し
な
い
し
、
又
そ
れ
等
の
債
権
も

留
置
権
に
よ
っ
て
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
留
置
権
に
お
け
る
債
権
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
る
。

(1)
証
一
前
掲
第
二
節
第
一
項
、
第
三
の
わ
が
国
に
お
け
る
沿
革
参
照
。

三
同
趣
旨
学
説
薬
師
寺
前
掲
七
四
頁
、
三
瀦
前
掲
四
一
頁
。

総
説

第
二
被
担
保
債
権
に
関
す
る
要
件

一
占
有
者
が
債
権
を
有
す
る
こ
と

二
債
権
と
物
と
の
牽
連
性
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系
の
立
法
例
の
採
用
す
る
留
置
権
者
が
相
手
方
に
対
し
て
有
す
る
物
の
引
渡
を

目
的
と
す
る
債
権
と
の
間
の
牽
連
を
必
要
と
す
る
二
つ
の
主
義
が
あ
る
（
註
二
）

わ
が
民
法
は
前
者
に
お
け
る
主
義
を
採
用
し
、
留
置
権
に
よ
っ
て
担
保
せ

ら
れ
る
債
権
は
留
職
物
に
関
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
た

（
民
法
二
九
五
条
）
・

注
一
前
掲
鯛
二
節
第
二
項
第
五
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
参
照
。

二
前
掲
鯛
二
節
節
二
項
第
四
の
ド
イ
ツ
民
法
参
照
。

こ
こ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
物
に
関
し
て
生
じ
た
債
権
と
は
何
を
意
味
す
る

の
か
、
又
は
如
何
な
る
場
合
に
偵
権
と
物
と
の
間
に
牽
連
が
あ
る
の
か
に
つ
い

て
で
あ
り
、
従
来
よ
り
学
説
の
分
か
れ
る
処
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

い
物
が
伏
椛
発
生
の
法
律
要
件
を
枇
成
す
る
法
律
事
実
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
と
き
に
物
と
俄
椛
の
間
に
牽
連
が
あ
る
と
す
る
（
註
一
）
。

何
恢
権
が
物
と
何
等
か
の
経
済
的
関
係
に
お
い
て
発
生
し
債
務
者
自
ら
そ

の
恢
務
の
履
行
を
な
さ
な
い
で
物
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
社
会
観
念
上
不
当

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
債
椛
と
物
と
の
間
に
牽
連
が
あ
る
と
す
る
（
註
二
）

例
物
の
存
海
と
債
権
の
成
立
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
場
合
に
社

会
観
念
上
留
溌
椛
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
（
註
三
）
。

㈲
物
が
小
実
上
債
椛
発
生
の
原
因
と
な
っ
た
場
合
と
、
物
が
債
権
と
同
一

の
原
因
よ
り
生
じ
た
債
権
の
目
的
物
で
あ
る
場
合
の
二
つ
に
区
別
す
る
説
で
あ

る
。
前
者
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
物
の
暇
漉
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
と

物
と
の
牽
連
、
後
者
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
売
買
代
金
請
求
権
と
物
と
の

牽
連
を
挙
げ
て
い
る
（
註
四
）
。

脚
牽
連
概
念
に
統
一
的
説
明
を
加
え
る
説
で
あ
り
、
物
が
債
権
発
生
の
群

(2)

物
に
関
し
て
生
じ
た
債
椛

観
的
基
礎
と
な
る
場
合
に
物
と
債
権
と
の
間
に
牽
連
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

更
に
こ
れ
を
物
が
債
権
発
生
の
原
因
を
な
す
場
合
（
㈲
説
と
同
じ
く
物
の
暇
漉

に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
物
と
の
牽
連
が
こ
れ
に
該
当
す
る
）
と
物
が
債
権

発
生
の
原
因
の
基
磯
を
な
す
場
合
の
二
つ
に
区
別
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て

は
更
に
特
定
売
買
の
場
合
に
お
い
て
売
渡
し
た
物
は
代
価
請
求
権
発
生
の
原
因

で
あ
る
売
買
契
約
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
（
註
五
）
。

例
物
自
身
が
債
権
発
生
の
直
接
原
因
を
な
し
て
い
る
場
合
と
、
債
権
と
物

の
占
有
取
得
が
同
一
の
取
引
関
係
又
は
目
的
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
の
二
つ
に

区
別
す
る
説
で
あ
る
二
つ
に
区
別
す
る
点
及
び
前
者
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て

物
の
占
有
者
が
こ
れ
に
よ
っ
て
損
害
た
被
っ
た
場
合
を
挙
げ
て
い
る
点
は
㈲
脱

榊
説
と
同
じ
で
あ
る
が
後
者
に
つ
い
て
は
占
有
の
取
得
と
偵
椛
と
が
同
一
の
法

律
関
係
か
ら
生
ず
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
で
、
同
一
の
取
引
関
係
、
又
は
同
一

の
目
的
に
よ
っ
て
結
合
せ
ら
れ
る
こ
と
で
よ
い
と
し
て
い
る
点
は
異
る
（
註
（
）

川
債
権
が
直
接
に
物
自
体
を
原
因
と
し
て
発
生
し
た
場
合
の
直
接
関
聯
（

物
の
暇
挑
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
等
）
と
、
偵
権
が
間
接
に
物
に
関
し
て
発

生
し
た
場
合
の
間
接
関
聯
（
売
買
に
お
け
る
代
金
請
求
権
等
）
と
の
二
つ
に
区
別

す
る
説
で
あ
り
、
後
者
は
債
権
と
物
の
引
渡
請
求
権
と
の
関
聯
を
意
味
し
、
史

に
両
諦
求
権
が
同
一
生
活
関
係
か
ら
生
じ
た
場
合
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
即
ち

両
諦
求
権
が
当
覗
者
の
目
的
、
又
は
取
引
観
念
上
一
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
那

実
関
係
か
ら
発
生
し
た
場
合
に
は
関
聯
あ
る
と
し
て
い
る
ド
イ
ツ
民
法
の
通
説

に
従
う
も
の
で
あ
る
（
註
七
）
。

か
く
の
如
く
学
説
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
伽
説
は
直
接
原
因
の
み
を
問
題
と

し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
で
具
体
的
明
確
性
を
欠
き
、
㈲
例
説
も
債
権
と
物
と

の
牽
連
の
基
準
が
不
明
確
で
あ
る
の
で
妥
当
で
な
い
。

㈲
説
は
、
同
一
原
因
を
厳
格
に
解
す
る
か
、
又
は
広
義
に
解
す
る
か
に
よ
っ

て
取
違
え
た
他
人
の
所
有
物
に
つ
い
て
留
置
権
を
生
ず
る
か
否
か
が
決
定
さ
れ

る
の
で
、
同
一
原
因
の
意
義
が
明
確
に
さ
れ
な
い
限
り
妥
当
で
な
い
。
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㈱
説
は
㈲
説
と
同
じ
く
償
権
発
生
の
原
因
の
基
礎
の
意
義
が
明
確
で
な
い
の

で
前
例
の
両
所
有
者
が
互
に
所
有
物
を
取
違
え
た
場
合
に
留
置
権
が
成
立
す
る

か
否
か
が
不
明
で
あ
り
、
妥
当
で
な
い
。

例
説
は
債
権
と
引
渡
す
べ
き
目
的
物
の
占
有
と
が
同
一
取
引
関
係
又
は
目
的

か
ら
生
じ
た
と
き
は
牽
連
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、
㈲
説
又

は
㈱
説
に
比
較
し
て
、
意
義
が
明
確
で
あ
る
が
、
同
一
取
引
、
同
一
目
的
に
は

広
狭
種
々
の
懲
蕊
が
あ
り
、
こ
れ
を
狭
く
解
す
る
と
き
は
前
述
の
取
違
え
た
所

有
物
の
場
合
に
は
留
置
権
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
尚
こ
の
説
に
従

え
ば
引
渡
す
べ
き
物
を
綬
初
か
ら
義
務
者
が
占
有
し
て
い
た
場
合
に
は
牽
連
の

問
題
を
生
じ
な
い
こ
と
と
な
り
、
売
買
契
約
に
お
い
て
売
主
は
代
金
請
求
権
の

た
め
に
目
的
物
を
留
磁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
結
果
と
な
り
妥
当
で
な
い
。

川
説
は
前
述
の
如
く
、
直
接
関
聯
と
間
接
関
聯
に
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

後
者
に
お
け
る
統
一
的
率
実
関
係
は
物
の
引
渡
請
求
権
の
行
使
を
認
容
す
る
こ

と
が
信
義
誠
実
に
反
す
る
や
否
や
を
標
準
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
は
あ
る
歌
実

関
係
を
留
置
権
の
目
的
観
か
ら
評
価
し
て
予
め
留
置
権
の
生
ず
べ
き
場
合
と
認

め
、
そ
の
結
果
こ
の
蛎
実
関
係
は
債
権
と
物
と
の
関
聯
の
あ
る
事
実
関
係
で
あ

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
本
末
を
顛
倒
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
。
即
ち

こ
の
場
合
は
ま
づ
統
一
的
事
実
関
係
が
存
在
し
、
そ
の
後
に
こ
の
関
係
の
中
に

偵
権
と
物
と
の
牽
連
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
わ
が
民
法
に
お
け
る

留
置
権
の
規
定
は
ド
イ
ツ
民
法
の
規
定
と
直
接
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
及
び
学
説
に
従
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
、
こ

の
点
か
ら
し
て
も
妥
当
で
な
い
。

証
一一

一

一
一
一四五

石
田
叉
次
郎
「
全
訂
担
保
物
権
法
諭
」
旧
版
（
昭
加
。
ｎ
年
）
六
四
九
頁
。

末
弘
厳
太
郎
「
債
権
総
論
」
現
代
法
学
全
集
六
巻
三
八
頁
。

勝
本
正
晃
「
担
保
物
権
法
」
上
三
版
（
昭
鯛
）
一
○
九
頁
以
下
。

富
井
前
掲
三
一
六
頁
。

中
島
玉
吉
「
民
法
釈
義
」
巻
の
二
下
物
権
編
下
（
大
蝿
）
六
一
○
頁
。

⑥
債
権
の
発
生
原
因

か
く
の
如
く
債
権
と
物
と
の
間
の
牽
連
性
に
つ
い
て
は
学
説
が
分
か
れ
物
に

関
し
て
生
じ
た
債
権
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
前
述

し
た
沿
革
〕
立
法
例
よ
り
考
察
し
、
更
に
留
置
権
制
度
を
認
め
た
趣
旨
に
基
い
て

牽
連
性
の
内
容
は
次
の
二
つ
の
場
合
に
分
け
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
解
す
る
罰

㈹
債
権
が
物
自
体
よ
り
発
生
し
た
場
合
で
、
物
の
保
管
料
、
又
は
運
送
賃

請
求
権
等
の
契
約
に
よ
る
も
の
、
契
約
に
よ
ら
な
い
物
の
保
存
費
等
の
必
要
饗

及
び
有
益
費
の
侭
逮
請
求
権
、
又
は
物
の
暇
漉
に
よ
る
損
害
賠
悩
請
求
権
等
の

事
務
管
理
、
不
当
利
得
、
又
は
不
法
行
為
に
よ
る
も
の
、
及
び
物
に
対
す
る
不

当
利
得
、
又
は
不
法
行
為
に
よ
る
場
合
等
が
こ
れ
に
属
す
る
（
註
ご
・

こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
が
そ
の
物
自
体
を
目
的
と
す
る
場
合
は
こ
れ
に
含
ま

れ
な
い
。
蓋
し
物
自
体
を
目
的
と
す
る
償
権
は
物
に
対
す
る
債
権
者
の
一
定
の

行
為
を
認
容
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
債
権
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
倹
権
背
が

一
定
の
行
為
を
物
に
対
し
て
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
直
接
に
弁
済
を
受
け
る
も
の

で
あ
っ
て
、
目
的
物
を
留
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
に
弁
済
を
強
制
す
る
必

要
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
賃
借
人
は
賃
借
物
に
つ
い
て
有
す
る
使
用
収
益

請
求
権
の
為
に
目
的
物
を
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
註
二
）
。

㈲
債
権
が
物
の
返
還
義
務
と
同
一
の
法
律
関
係
、
又
は
事
実
関
係
よ
り
発

生
し
た
場
合
で
あ
る
。
前
者
に
該
当
す
る
も
の
は
、
売
潰
に
お
け
る
代
金
請
求

権
、
物
の
修
繕
料
請
求
権
、
売
買
契
約
の
無
効
又
は
取
消
の
た
め
に
生
じ
た
不

当
利
得
に
基
づ
く
代
金
返
還
請
求
権
等
で
あ
り
、
後
者
に
該
当
す
る
も
の
は
偶

然
取
違
え
ら
れ
た
物
に
対
す
る
相
互
の
返
還
請
求
椛
等
で
あ
る
。

同
一
法
律
関
係
又
は
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
一
個
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
要

す
る
か
、
又
は
同
種
の
関
係
で
あ
れ
ば
よ
い
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
一
個
の
関

上六

三
沸
前
掲
四
二
頁
以
下
。

薬
師
寺
前
掲
七
六
頁
。
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係
に
限
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
蓋
し
別
個
の
契
約
に
よ
っ
て
三
度
委

任
を
受
け
た
場
合
に
、
全
部
の
報
酬
請
求
権
の
為
に
最
後
の
委
任
に
よ
る
目
的

物
を
占
有
す
る
事
が
で
き
る
と
す
る
こ
と
は
、
目
的
物
と
直
接
の
牽
連
の
な
い

債
権
の
為
に
留
置
権
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
物
の
占
有
を
中
心
と
し
て
制
定

せ
ら
れ
た
わ
が
民
法
の
留
置
権
の
性
質
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

仰
債
権
と
目
的
物
の
占
有

債
権
と
物
と
の
牽
連
に
つ
い
て
は
尚
、
債
権
は
留
置
権
の
目
的
物
の
占
有

中
、
又
は
占
有
と
同
時
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
か
否
か
が

問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
学
説
が
分
か
れ
る
。

㈱
旧
民
法
に
は
留
置
権
に
よ
っ
て
担
保
せ
ら
れ
る
債
権
と
目
的
物
の
占
有

と
は
相
互
に
牽
連
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て

現
行
民
法
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
明
文
は
な
い
が
、
旧
民
法
の
主
義
を
変
更
し

た
形
跡
が
な
い
こ
と
と
、
更
に
目
的
物
の
占
有
前
に
取
得
し
た
侭
権
と
目
的
物

返
還
ま
で
の
債
務
と
は
相
牽
連
す
る
処
が
な
く
、
各
々
別
々
に
履
行
す
る
こ
と

を
要
す
る
か
ら
、
占
有
者
に
こ
の
様
な
債
権
に
よ
っ
て
目
的
物
を
留
置
さ
せ
る

こ
と
は
留
置
権
の
本
質
に
反
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
債
権
と
目
的
物
の
占
有

と
の
牽
連
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
と
す
る
（
注
己
。

註
一一

一

例
え
ば
物
を
穀
損
し
、
又
は
そ
の
使
用
収
益
を
妨
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所

有
権
者
に
対
し
て
不
法
行
為
又
は
不
当
利
得
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
叉
は
利

得
償
還
義
務
を
生
じ
た
後
、
所
有
者
が
そ
の
物
を
第
三
者
に
譲
渡
し
、
ま
だ

引
渡
さ
な
い
間
に
更
に
第
三
者
が
所
有
権
を
俄
務
者
に
譲
渡
し
た
場
合
は
侭

権
者
は
そ
の
物
に
つ
い
て
債
権
を
有
す
る
か
ら
留
置
権
を
取
得
す
る
の
で
あ

る
・

同
趣
旨
学
説
我
妻
栄
判
例
批
評
法
学
協
会
雑
誌
四
一
巻
六
号
一
八
七
頁
以
下

同
趣
旨
判
例
大
判
大
正
二
年
八
月
二
一
日
民
集
一
巻
一
○
号
四
九
八
頁
以

下
。

偵
権
と
物
と
の
牽
連
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
次
に
挙
げ
る
事
項
が
問
題
と
な

る
。

㈹
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
物
と
の
間
に
牽
連
関
係
が
あ
る

や
否
や
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
損
害
賠
償
請
求
権
は
原
債
権
が
性
質
上
変

更
し
た
間
の
で
あ
り
原
債
権
の
延
長
と
み
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
債
権
と
物
と
の

何
留
置
権
に
よ
っ
て
担
保
せ
ら
れ
る
債
権
は
目
的
物
の
占
有
中
に
生
ず
る

こ
と
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
は
権
利
の
存
続
要
件
で
は
な
く
、
物
の
引
渡
を

す
る
場
合
に
占
有
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
唯
留
置
権
者
が
目
的
物
を
引
渡

し
た
後
、
再
び
占
有
を
取
得
し
た
場
合
の
様
に
、
一
旦
留
置
権
が
消
滅
し
た
と

き
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
（
註
二
）
。

こ
の
様
に
学
説
が
分
か
れ
る
が
、
次
の
様
に
解
す
る
の
を
妥
当
と
す
る
。
即

ち
わ
が
民
法
は
物
に
関
し
て
生
じ
た
債
権
を
有
す
る
と
き
と
規
定
し
、
特
に
債

権
と
占
有
と
の
牽
連
を
必
要
と
す
る
様
に
制
限
的
に
解
す
る
理
由
が
な
い
か
ら

法
文
の
通
り
に
広
く
解
す
る
。
更
に
わ
が
民
法
は
ド
イ
ツ
民
法
と
異
り
債
権
相

互
間
の
特
別
な
率
連
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
広
く
物
と
債
権
と
が
牽
連
の
あ
る

場
合
に
留
置
権
の
成
立
を
認
め
る
の
で
あ
る
（
註
三
）
。
従
っ
て
留
置
権
者
が
日

的
物
を
一
日
引
渡
し
た
後
、
再
び
占
有
を
取
得
し
た
場
合
で
も
前
の
債
権
と
後

に
取
得
し
た
物
の
占
有
と
の
間
に
牽
連
が
あ
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
留
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
註
四
）
。

(5)
誰

四三二一
そ
の
他
の
問
題
と
な
る
事
項

横
田
秀
雄
「
物
権
法
」
改
版
増
補
第
二
六
版
（
大
越
）
五
七
一
頁
。

富
井
前
掲
三
一
八
頁
。

第
四
節
第
二
項
第
二
の
二
の
③
俄
椛
の
発
生
原
因
参
照
。

同
趣
旨
学
脱
沼
前
掲
二
八
六
頁
。
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間
に
牽
連
関
係
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
（
註
己
。
但
し
損
害
賠
償
請
求
縦
の
内
容
に
よ
っ
て
前
掲
第
四
節
第
二

項
第
二
の
こ
の
③
に
お
け
る
債
権
が
物
同
体
よ
り
発
生
し
た
場
合
に
属
す
る

か
、
或
い
は
、
俄
権
が
物
の
返
還
請
求
椎
と
岡
一
の
法
律
関
係
又
は
同
一
の
事

実
関
係
よ
り
発
生
し
た
場
合
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
匿
借
人
が
貸
厳

人
に
よ
っ
て
周
的
物
噌
殿
損
さ
れ
、
そ
の
使
用
端
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

損
害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
場
合
は
偵
椛
が
物
ｎ
体
よ
り
発
堆
し
た
場
合
に
属

す
扇
。こ

れ
に
対
し
判
例
は
賃
借
人
が
賃
幾
人
に
対
す
る
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
権
と
賃
借
地
と
の
間
の
牽
連
を
否
定
す
る
（
註
二
）
。

更
に
判
例
は
売
主
が
買
主
に
目
的
物
で
あ
る
不
動
産
を
引
渡
し
た
だ
け
で
二

重
譲
渡
し
、
第
範
の
買
主
に
移
転
登
記
を
し
た
の
で
第
二
の
買
主
が
第
一
の

買
主
に
引
渡
を
請
求
し
た
事
件
で
は
第
・
の
買
主
が
売
主
に
対
し
て
有
す
る
損

害
賠
償
請
求
権
と
目
的
物
と
の
嫌
連
関
係
か
否
定
し
（
註
三
）
、
譲
渡
担
保
権
者

が
契
約
に
違
反
し
て
第
三
者
に
目
的
物
で
あ
る
土
地
建
物
か
売
却
し
、
買
主
が

不
動
産
の
明
渡
を
担
保
設
定
者
に
請
求
し
た
掘
件
に
お
け
易
譲
渡
担
保
設
定
荷

の
担
保
権
考
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
縦
と
Ⅱ
的
物
と
の
間
に
牽
連
関
係
が
な

い
も
の
と
し
て
い
る
（
縦
四
）
。

然
し
乍
ら
、
こ
の
・
ろ
の
場
合
は
前
述
の
趣
旨
に
基
き
同
一
の
法
律
関
係
よ

り
生
じ
た
．
も
の
と
し
て
物
と
債
権
と
の
間
に
牽
述
関
係
を
認
め
る
の
が
妥
当
で

あ
る
へ
註
且
）
。
．

謎
一一

一

一
一
一四五

同
趣
旨
学
説
川
中
盤
湖
「
註
釈
民
法
」
八
巻
物
権
三
二
五
頁
。

東
京
高
判
大
正
九
年
七
月
二
一
日
評
論
九
民
法
七
九
三
頁
。

朝
鮮
高
判
大
正
一
四
年
六
月
二
六
日
評
論
一
四
民
法
七
二
六
頁
。

最
判
昭
和
三
四
年
九
月
三
日
民
集
十
三
巻
二
号
一
三
五
七
頁
。

薬
師
寺
氏
は
こ
れ
等
の
判
例
に
つ
い
て
そ
の
牽
連
関
係
を
肯
定
す
る
。
薬
師

寺
前
掲
八
八
頁
、
同
氏
「
留
置
権
云
綜
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
一
九
二
一
三
頁

何
敷
金
返
還
請
求
権
と
賃
借
家
屋
と
の
間
に
牽
連
が
あ
る
か
否
か
で
あ

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
消
極
に
解
す
る
も
の
も
あ
る
が
（
註
一
）
、
積
極
に
解
す

る
の
を
妥
当
と
す
る
。
即
ち
敷
金
は
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
こ
れ
に
関
連
し
て

生
ず
る
賃
料
支
払
義
務
、
及
び
賃
借
物
保
管
義
務
等
を
担
保
し
、
こ
れ
に
つ
い

て
賃
貸
人
に
優
先
弁
済
を
得
さ
せ
る
目
的
で
予
め
授
受
せ
ら
れ
る
金
銭
で
あ
る

か
ら
敷
金
は
賃
借
物
使
用
の
対
価
、
又
は
賃
借
物
駿
損
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し

て
賃
貸
人
に
交
付
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
返
還
請

求
権
は
賃
借
物
に
つ
い
て
生
じ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
但
し
普

通
の
敷
金
契
約
で
は
賃
借
人
は
敷
金
返
還
請
求
権
の
為
に
賃
借
家
屋
を
留
置
で

き
な
い
（
民
法
二
九
五
条
一
項
但
書
）
。
蓋
し
敷
金
は
賃
借
人
の
全
部
の
義
務
履
行

完
成
の
担
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
敷
金
契
約
に
お
い
て
特
別
の
定

め
の
な
い
限
り
賃
借
人
は
賃
貸
借
契
約
が
終
了
し
且
つ
賃
借
物
を
賃
貸
人
に
返

還
し
た
と
き
、
又
は
一
定
の
期
間
経
過
後
始
め
て
敷
金
の
返
還
を
請
求
す
る
郡

を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
（
註
二
）
。

例
賃
借
人
、
又
は
第
三
者
が
造
作
買
取
請
求
権
或
い
は
建
物
買
取
請
求
権

を
有
す
る
場
合
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
借
家
法
（
典
条
）
と
借
地
法
（
四

条
二
項
一
○
条
）
の
場
合
に
分
け
て
説
明
す
る
。

側
家
屋
の
賃
貸
借
終
了
の
場
合
賃
貸
借
人
が
造
作
の
賃
取
請
求
を
な
し
た

紐

大
阪
区
判
大
正
八
年
一
二
月
一
○
日
新
剛
一
六
五
八
号
一
六
頁
、
呼
癒
．
ハ
巻

民
法
一
五
一
六
頁
。

東
京
地
判
昭
和
三
二
年
七
月
十
二
日
下
民
八
巻
じ
号
一
二
五
○
貞

愛
貸
人
が
受
取
っ
た
賛
貸
物
が
現
状
通
り
で
あ
る
か
沓
か
を
検
森
す
る
期
間

以
下
、
鯛
塁
審
目
の
判
決
に
対
し
て
柚
木
氏
は
同
一
の
法
律
関
係
を
生
じ
た

も
の
と
し
て
磁
連
関
係
を
認
め
ら
れ
る
が
、
「
民
商
法
雑
誌
」
二
巻
三
号
三

五
八
頁
、
我
妻
氏
は
こ
れ
を
否
定
す
る
「
法
学
協
会
雑
誌
」
七
八
巻
二
号
三

四
五
頁
。
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一

と
き
に
賃
借
人
は
造
作
代
金
の
為
家
屋
を
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
消
極
に
解
す
る
も
の
（
註
一
）
と
、
積
極
に
解
す
る
も
の
と
が
あ
る

が
、
後
者
を
妥
当
と
解
す
る
。

即
ち
前
者
は
、
代
金
偵
権
は
該
造
作
に
つ
い
て
生
じ
た
債
権
で
あ
る
だ
け
で

あ
っ
て
家
屋
に
つ
い
て
生
じ
た
債
権
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
賃
借
人
は

造
作
代
金
に
つ
い
て
の
支
払
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
家
屋
の
明
渡
を
拒
絶
で

き
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
様
な
結
論
は
主
観
的
に
は
借
家
人
を
害
し
、
客
観

的
に
は
家
屋
の
価
値
が
減
ず
る
も
の
で
あ
る
。
造
作
代
金
は
造
作
の
代
価
で
あ

っ
て
、
家
屋
の
対
価
で
は
な
い
か
ら
造
作
代
金
と
家
屋
と
の
間
に
売
買
代
金
と

売
買
の
目
的
物
の
間
に
お
け
る
様
な
牽
連
性
を
有
し
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る

が
、
何
等
か
の
連
絡
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
こ
の
連
絡
が
留
置

権
に
お
け
る
牽
連
を
有
す
る
か
否
か
は
賃
借
人
が
造
作
代
金
を
受
取
ら
な
い
で

家
屋
を
返
還
す
る
こ
と
が
不
公
平
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
造
作
が

家
屋
に
附
着
し
て
効
用
を
増
加
す
る
こ
と
は
、
家
屋
に
附
加
し
て
構
成
部
分
と

な
づ
た
有
益
費
が
家
屋
の
効
用
を
増
加
す
る
こ
と
に
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
有

益
費
に
対
す
る
償
還
請
求
権
が
家
屋
と
の
牽
連
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
造
作
代
金
請
求
権
も
又
家
屋
と
牽
連
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
従
っ
て
造
作
代
金
請
求
権
を
有
す
る
賃
借
人
は
家
屋
に
対
す
る
留
置
権

を
有
す
る
と
解
す
る
（
註
二
）
。

識
一
大
判
昭
和
六
年
一
月
一
七
日
民
集
一
○
巻
六
号
六
頁
、
最
判
昭
和
二
九
年
一

月
一
四
日
民
集
八
巻
一
号
一
六
頁
、
同
昭
和
二
九
年
七
月
二
二
日
民
集
八
巻

二
同
趣
旨
学
脱
石
田
前
掲
六
五
一
頁
以
下
、
勝
本
前
掲
二
二
頁
、
薬
師
寺
前

掲
八
六
頁
以
下
、
我
妻
判
民
（
昭
６
．
２
）
事
件
。
こ
れ
等
の
説
の
他
に
造

作
を
非
同
体
的
椛
成
部
分
と
同
体
的
椛
成
部
分
と
に
区
別
し
有
益
費
と
類
似

す
る
同
体
的
椛
成
部
分
に
つ
い
て
だ
け
有
益
費
と
同
一
の
制
限
に
よ
っ
て
、

家
屋
を
留
置
す
る
事
が
で
き
る
と
す
る
説
が
あ
る
（
柚
木
前
掲
一
九
頁
）
。

七
号
一
四
二
五
頁
。

側
借
地
法
四
条
二
項
及
び
十
条
の
規
定
に
よ
っ
て
建
物
買
取
請
求
権
が
行

使
さ
れ
た
場
合
に
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
も
留
置
権
を
有
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
消
極
、
積
極
の
両
判
例
が
あ
る
。

即
ち
借
地
法
四
条
二
項
の
建
物
買
取
請
求
椛
の
行
使
に
際
し
て
建
物
に
つ
い

て
留
置
権
を
有
す
る
者
は
当
然
に
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
も
留
置
権
を
有
す
る
笥

の
と
解
す
べ
き
根
拠
が
な
い
も
の
と
し
て
否
定
す
る
も
の
と
（
註
己
、
借
地
権

者
で
あ
っ
た
者
は
留
置
権
に
よ
り
、
相
手
方
が
建
物
の
代
金
の
支
払
を
な
す
ま

で
建
物
の
引
渡
を
拒
絶
し
、
こ
れ
を
占
有
を
す
る
必
要
上
そ
の
敷
地
の
占
有
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
肯
定
す
る
も
の
と
が
あ
る
（
註
二
）
。

更
に
判
例
は
借
地
法
十
条
の
建
物
買
取
請
求
権
の
行
使
に
際
し
て
は
、
第
三

者
は
建
物
代
金
の
提
供
が
あ
る
ま
で
留
置
権
に
よ
っ
て
建
物
乃
至
敷
地
の
引
渡

を
拒
絶
で
き
る
と
し
て
い
る
（
註
三
）
。

然
し
乍
ら
か
く
の
如
き
場
合
に
留
置
権
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
敷
地
の
引
渡

を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
常
に
留
置
権
が
有
名
無
実
に
な
る
の
で
一
律
に
建
物
買

取
請
求
権
者
は
家
屋
を
留
置
す
る
こ
と
の
反
射
的
効
果
と
し
て
当
然
に
そ
の
敷

地
の
明
渡
も
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
（
註
四
）
。

留
置
権
の
砿
極
的
要
件
と
し
て
第
三
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
債
権
は
弁
済
期
に

あ
る
こ
と
で
あ
り
、
殆
ど
全
て
の
立
法
例
が
こ
の
要
件
を
認
め
て
い
る
。

他
の
担
保
権
に
お
い
て
、
被
担
保
債
権
が
弁
済
期
に
あ
る
こ
と
を
要
請
さ
れ

註
一四三二

大
判
昭
和
九
年
六
月
三
○
日
民
集
一
三
巻
一
二
四
七
頁
。

大
判
昭
和
一
八
年
二
月
一
八
日
民
集
二
二
巻
九
一
頁
。

大
判
昭
和
一
四
年
八
月
二
四
日
民
集
一
八
巻
八
八
九
頁
。

同
趣
旨
学
説
柚
木
前
掲
二
○
頁
。
建
物
に
つ
き
留
置
権
が
あ
れ
ば
そ
の
敷
地

の
引
渡
を
拒
絶
で
き
る
と
し
て
い
る
の
が
多
数
説
の
見
解
で
あ
る
（
田
中
前

掲
三
○
頁
）
。第

電
偵
権
は
弁
済
期
に
あ
る
こ
と

18



る
の
は
担
保
権
の
成
立
要
件
と
し
て
で
は
な
く
権
利
実
行
の
要
件
と
し
て
で
あ

る
が
、
留
置
権
に
お
い
て
は
、
弁
済
期
の
到
来
は
、
債
権
者
、
債
務
者
間
の
公
平

を
維
持
す
る
た
め
に
成
立
要
件
と
し
て
要
請
さ
れ
る
（
民
法
二
九
五
条
一
項
後
段

註
ご
・
蓋
し
占
有
者
の
有
す
る
債
権
が
履
行
期
に
達
し
な
い
で
目
的
物
の
返
還

義
務
の
み
履
行
期
に
あ
る
場
合
に
留
置
権
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
債
務
者
は
ま

だ
履
行
す
る
必
要
が
な
い
の
に
間
接
に
弁
済
を
強
制
さ
れ
る
と
い
う
不
公
平
な

結
果
を
生
じ
、
留
置
権
を
認
め
た
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
債
権
が
権
利
消
滅
の
抗
弁
又
は
延
期
の
抗
弁
に
対
抗
さ
れ
る
場
合
は
留

置
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
註
二
）
。

物
の
占
有
者
が
履
行
期
に
そ
の
物
を
返
還
す
る
義
務
が
あ
る
の
に
拘
ら
ず
相

手
方
の
請
求
に
応
じ
な
い
で
債
務
不
履
行
の
状
態
を
継
続
し
て
自
巳
の
債
権
の

履
行
期
を
到
来
せ
し
め
た
場
合
は
目
的
物
に
つ
い
て
留
置
権
は
成
立
し
な
い
。

蓋
し
物
の
返
還
義
務
に
違
反
し
て
そ
の
物
を
占
有
す
る
こ
と
は
債
務
不
履
行
で

あ
る
と
同
時
に
所
有
者
に
対
し
て
不
法
行
為
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
弁
済
期
の
定
め
の
な
い
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
弁
済
を
請
求
し
な
け

れ
ば
留
置
権
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
註
三
）
。

繊
一
大
判
昭
和
八
年
一
二
月
一
二
日
昭
和
八
年
牙
）
三
七
三
号
判
決
全
集
（
四
）

ニ
ス
ィ
ス
民
法
に
お
い
て
は
債
務
者
の
支
払
不
能
の
場
合
に
は
償
務
の
弁
済
期

が
到
来
し
な
く
て
も
留
置
権
を
行
使
す
る
事
が
で
き
る
（
ス
イ
ス
民
法
八
九

七
条
）
・

三
大
判
明
治
三
七
年
三
月
二
五
日
明
治
三
七
年
（
オ
）
四
二
号
民
録
一
○
輯
三

三
○
頁
、
民
抄
録
二
○
巻
四
○
一
八
頁
。

一
六
頁
。

第
三
項
消
極
的
要
件

最
後
に
、
以
上
述
べ
て
き
た
留
置
権
特
に
要
件
に
つ
い
て
の
考
察
を
立
法
論

的
に
述
べ
て
み
る
。

留
置
権
は
債
権
担
保
の
た
め
に
、
単
に
他
人
の
物
を
留
置
す
る
に
過
ぎ
な
い

か
ら
担
保
物
権
中
、
最
も
薄
弱
な
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

が
、
他
人
の
物
を
留
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
物
に
関
し
て
生
じ
た
債
権
の

弁
済
を
間
接
に
強
制
し
、
更
に
競
落
人
に
対
し
て
も
債
務
の
弁
済
が
あ
る
ま
で
、

引
渡
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
優
先
的
に
弁
済
を
受
け
る
こ
と
と
も
な
る
か

ら
こ
の
意
味
に
お
い
て
留
置
権
は
、
特
殊
の
債
権
を
担
保
す
る
効
力
を
有
す
る

留
置
権
の
消
極
的
要
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
当
聯
者
に
お
い
て
予
め

留
置
権
を
成
立
さ
せ
な
い
と
い
う
意
思
表
示
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

民
事
留
置
権
の
規
定
は
（
民
法
二
九
五
条
）
、
強
行
規
定
で
は
な
く
債
権
者
保

護
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
任
意
規
定
で
あ
る
こ
と
、
及
び
相
当
の
担
保
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
留
置
権
消
滅
の
請
求
の
で
き
る
こ
と
（
同
法
三
○
一
条
）

更
に
商
事
留
置
権
に
つ
い
て
明
文
を
認
め
た
趣
旨
に
基
き
（
商
法
五
一
条
五
一
二

条
）
、
予
め
留
置
権
を
成
立
さ
せ
な
い
と
い
う
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
思
表
示
は
一
般
原
則
に
従
っ
て
留
置
権
者
と
な
る
べ
き

債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
て
一
方
的
に
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
時
期
は
物
の
交
付

前
で
あ
る
と
交
付
後
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
。

か
く
の
如
く
、
留
置
権
を
成
立
さ
せ
な
い
と
い
う
意
思
表
示
の
あ
る
場
合
は

留
置
権
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
（
註
一
）
。

註
一

第
五
節

ス
イ
ス
民
法
、
及
び
ド
イ
ツ
商
法
に
お
い
て
は
、
俊
務
者
が
物
の
交
付
前
、

又
は
交
付
の
際
に
留
置
権
排
除
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
は
留
置
権
が
成
立

し
な
い
と
し
て
い
る
（
ス
イ
ス
民
法
八
九
五
条
、
ド
イ
ツ
商
法
三
九
六
条
）
。

結

語
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も
の
と
し
て
、
そ
の
社
会
的
地
位
は
重
要
で
あ
る
。

第
四
節
に
述
べ
た
如
く
、
留
置
権
に
つ
い
て
の
一
般
的
原
則
的
規
定
の
み
を

認
め
る
わ
が
民
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
判
例
、
学
説
が
区
々
に

分
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
留
置
権
に
つ
い
て
の
沿
革
．
、
立
法
例
、
及
び
留
置
権
の

担
保
物
権
と
し
て
の
性
質
を
掛
酌
し
て
、
留
置
権
の
要
件
に
つ
い
て
、
公
平
の

原
則
に
適
合
す
る
、
よ
り
詳
細
な
一
般
規
定
を
認
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と

解
す
る
。

留
置
権
の
要
件
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
債
権
と
物
と
の
牽
連
に
つ
い

て
で
あ
る
。
こ
の
牽
連
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
わ
が
民
法
は
、
物
と
債
権
と
の

間
に
お
け
る
牽
連
を
必
要
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
立
法
例
の
採
用
す
る
主
義

を
採
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
（
民
法
二
九
五
条
一
項
、
註
一
）
、
如
何

な
る
場
合
に
債
権
と
物
と
の
間
に
牽
連
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
物
に

関
し
て
生
じ
た
債
権
を
有
す
る
と
き
」
と
規
定
し
て
あ
る
民
法
二
九
五
条
一
項

の
条
文
に
よ
っ
て
は
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
故
に
こ
の
点
に
つ
い
て
は
よ
り
詳

細
な
条
文
が
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
は
、
わ
が
留
置
権
の
規
定
が
フ
ラ
ン
ス
の
判
例

及
び
学
説
に
従
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
留
置
権
が
公
平
の
原
則
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
、
及
び
留
置
権
の
担
保
物
権
と
し
て
の
性
質
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
考
慮
の
結
果
、
民
法
二
九
五
条
一
項
の
条
文
中
の
「
そ
の
物
に

関
し
て
生
じ
た
る
俵
権
を
有
す
る
と
き
」
を
「
そ
の
物
自
体
よ
り
、
又
は
物
の

返
還
義
務
と
同
一
の
法
律
関
係
又
は
事
実
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
を
有
す

る
と
き
」
と
な
し
、
債
権
の
生
ず
る
場
合
を
二
つ
に
区
別
す
る
の
が
最
も
妥
当

で
あ
る
と
解
す
る
（
註
二
）
。

註
一
前
掲
第
四
節
第
二
項
第
二
の
二
の
②
俄
権
と
物
と
牽
連
性
を
参
照
。

二
前
掲
第
四
節
第
二
項
第
二
の
二
の
側
債
権
の
発
生
原
因
参
照
。

20


